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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第２巻
千住キャンパス吹奏楽部における地域連携活動の実践 
糸井望（千住キャンパス吹奏楽部） 
キーワード：演奏、活動
1.はじめに 
千住キャンパス吹奏楽部では社会とのつながりを持ち、様々な場所
で演奏できるように活動している。そのために、自分たちで演奏場所
を見つけたり、演奏依頼があれば引き受けたり、Twitter等の SNSを
利用して活動の情報を公開したりして、活動している。千住キャンパ
ス吹奏楽部では部員が中心となり、演奏活動を行っている。時に顧問
の先生方や、教務課の方に協力を仰ぎながら、活動している。部活の
雰囲気は良く、先輩、後輩の関係は持ちつつ、学年は関係なく部員同
士とても仲が良い部活である。活動の場が多く、連携が必要となって
くる中、とても連携の取りやすい部活である。 
千住キャンパス吹奏楽部は、平成30年3月現在、3年生6人、2年
生4人、1年生7人の計17人で活動している部活動である。活動場所
は、千住キャンパス 7号館 2階の音楽室である。活動日時は月曜日、
木曜日、土曜日で、月曜日と木曜日は18：40～20：30、土曜日と長期
休みの月曜日、木曜日は 9：00～18：00に活動している。平成 29年
度の千住キャンパス吹奏楽部の、1 年間の活動スケジュールは以下の
表の通りである。 
表1.千住キャンパス吹奏楽部 平成29年度活動スケジュール 
月 日 行 事 備 考 
4月 
3日 レッスン 外部の先生によるレッスン 
15日 千桜祭 
千住キャンパス本館 
1305、1306教室にて部活紹介 
6月 24日 レッスン 外部の先生によるレッスン 
7月 
8日 
老人ホー ムでの 
演奏会 
千住桜花苑での演奏会 
23日 
アニマル 
ラブフェスタ 
千住キャンパス本館で行われた 
アニマルラブフェスタ内での演奏 
9月 
7～9日 夏合宿 千葉県の岩井にある民宿にて合宿 
23日 
Memorial Rebirth 
説明会 
東京藝術大学千住キャンパスにて 
Memorial Rebirthティ ンーズ楽団の 
説明会 
10月 
7日 
Memorial Rebirth 
ワークショップ① 
東京藝術大学千住キャンパスにて、 
第1回目のティ ンーズ楽団の 
ワークショップ 
14日 レッスン 外部の先生によるレッスン 
21日 レッスン 外部の先生によるレッスン 
28、29日 桜科祭 
桜科祭にて、ステー ジ演奏、後夜祭に 
出演。 
販売も行い、販売中にアンサンブル 
演奏を行った。 
11月 
4日 
Memorial Rebirth 
ワークショップ② 
東京藝術大学千住キャンパスにて、 
第2回目のティ ンーズ楽団の 
ワークショップ 
11日 
Memorial Rebirth 
ワークショップ③ 
東京藝術大学千住キャンパスにて、 
第3回目のティ ンーズ楽団の 
ワークショップ 
25日 
Memorial Rebirth 
リハ サール 
東京藝術大学千住キャンパスにて、 
Memorial Rebirthのリハー サル 
学校図書館 
フォ ラームでの演奏 
日本図書館学会から依頼があり、 
7号館のカフェテリアにて演奏 
26日 
大巻伸嗣 
MEMORIAL REBIRTH 
千住 関屋 2017 
昼の部参加 
千住の関屋公園にてしゃボン踊りを 
演奏 
3月 12～14日 冬合宿 栃木県の黒磯にて合宿 
今年度は昨年度よりさらに活動の場所を増やしたく、また、様々な
曲の演奏ができるように、地域連携推進センターの助成を受けさせて
いただいた。 
2.活動(研究)報告 
今年度の活動は、昨年度に比べて多くの場所で演奏させていただけ
た。千住キャンパス吹奏楽部では、地域連携活動として4つの活動鵜
を行った。 
(1)老人ホームでの演奏会 
7月 8日の土曜日に、社会福祉法人聖風会千住桜花苑様の一室を借
りて、グループホーム千住さくら様との合同の演奏会を開いた。演奏
会では4曲を演奏し、この4曲の他にアンサンブルを行った。演奏し
た曲のうち2曲は演奏を聴いていただいた千住桜花苑や千住さくらの
入居者、スタッフの皆様に歌っていただいた。40分の演奏会であった
が、とても楽しんでいただけた。昨年度から続けている活動だが、昨
年度よりさらに盛り上がっていただけた。 
－　31　－
地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第２巻
千住キャンパス吹奏楽部における地域連携活動の実践 
糸井望（千住キャンパス吹奏楽部） 
キーワード：演奏、活動
1.はじめに 
千住キャンパス吹奏楽部では社会とのつながりを持ち、様々な場所
で演奏できるように活動している。そのために、自分たちで演奏場所
を見つけたり、演奏依頼があれば引き受けたり、Twitter等の SNSを
利用して活動の情報を公開したりして、活動している。千住キャンパ
ス吹奏楽部では部員が中心となり、演奏活動を行っている。時に顧問
の先生方や、教務課の方に協力を仰ぎながら、活動している。部活の
雰囲気は良く、先輩、後輩の関係は持ちつつ、学年は関係なく部員同
士とても仲が良い部活である。活動の場が多く、連携が必要となって
くる中、とても連携の取りやすい部活である。 
千住キャンパス吹奏楽部は、平成30年3月現在、3年生6人、2年
生4人、1年生7人の計17人で活動している部活動である。活動場所
は、千住キャンパス 7号館 2階の音楽室である。活動日時は月曜日、
木曜日、土曜日で、月曜日と木曜日は18：40～20：30、土曜日と長期
休みの月曜日、木曜日は 9：00～18：00に活動している。平成 29年
度の千住キャンパス吹奏楽部の、1 年間の活動スケジュールは以下の
表の通りである。 
表1.千住キャンパス吹奏楽部 平成29年度活動スケジュール 
月 日 行 事 備 考 
4月 
3日 レッスン 外部の先生によるレッスン 
15日 千桜祭 
千住キャンパス本館 
1305、1306教室にて部活紹介 
6月 24日 レッスン 外部の先生によるレッスン 
7月 
8日 
老人ホー ムでの 
演奏会 
千住桜花苑での演奏会 
23日 
アニマル 
ラブフェスタ 
千住キャンパス本館で行われた 
アニマルラブフェスタ内での演奏 
9月 
7～9日 夏合宿 千葉県の岩井にある民宿にて合宿 
23日 
Memorial Rebirth 
説明会 
東京藝術大学千住キャンパスにて 
Memorial Rebirthティ ンーズ楽団の 
説明会 
10月 
7日 
Memorial Rebirth 
ワークショップ① 
東京藝術大学千住キャンパスにて、 
第1回目のティ ンーズ楽団の 
ワークショップ 
14日 レッスン 外部の先生によるレッスン 
21日 レッスン 外部の先生によるレッスン 
28、29日 桜科祭 
桜科祭にて、ステー ジ演奏、後夜祭に 
出演。 
販売も行い、販売中にアンサンブル 
演奏を行った。 
11月 
4日 
Memorial Rebirth 
ワークショップ② 
東京藝術大学千住キャンパスにて、 
第2回目のティ ンーズ楽団の 
ワークショップ 
11日 
Memorial Rebirth 
ワークショップ③ 
東京藝術大学千住キャンパスにて、 
第3回目のティ ンーズ楽団の 
ワークショップ 
25日 
Memorial Rebirth 
リハ サール 
東京藝術大学千住キャンパスにて、 
Memorial Rebirthのリハー サル 
学校図書館 
フォ ラームでの演奏 
日本図書館学会から依頼があり、 
7号館のカフェテリアにて演奏 
26日 
大巻伸嗣 
MEMORIAL REBIRTH 
千住 関屋 2017 
昼の部参加 
千住の関屋公園にてしゃボン踊りを 
演奏 
3月 12～14日 冬合宿 栃木県の黒磯にて合宿 
今年度は昨年度よりさらに活動の場所を増やしたく、また、様々な
曲の演奏ができるように、地域連携推進センターの助成を受けさせて
いただいた。 
2.活動(研究)報告 
今年度の活動は、昨年度に比べて多くの場所で演奏させていただけ
た。千住キャンパス吹奏楽部では、地域連携活動として4つの活動鵜
を行った。 
(1)老人ホームでの演奏会 
7月 8日の土曜日に、社会福祉法人聖風会千住桜花苑様の一室を借
りて、グループホーム千住さくら様との合同の演奏会を開いた。演奏
会では4曲を演奏し、この4曲の他にアンサンブルを行った。演奏し
た曲のうち2曲は演奏を聴いていただいた千住桜花苑や千住さくらの
入居者、スタッフの皆様に歌っていただいた。40分の演奏会であった
が、とても楽しんでいただけた。昨年度から続けている活動だが、昨
年度よりさらに盛り上がっていただけた。 
－　31　－
糸井望 
写真1.老人ホーム演奏 
写真2.老人ホーム演奏 
 
(2)アニマルラブフェスタでの演奏 
７月 23 日の日曜日に行われたアニマルラブフェスタ内で演奏をさ
せていただいた。20分の演奏を2回行った。曲中にダンスを入れて演
出を工夫し、好評をいただいた。 
写真3.アニマルラブフェスタでの演奏 
 
 
 
 
 
写真4.アニマルラブフェスタ 
 
(3) 日本学校図書館学会 学校図書館フォーラムでの演奏 
11月 25日の土曜日に行われた日本学校図書館学会の学校図書館フ
ォーラム内で4曲演奏をさせていただいた。曲の中では口ずさんでい
ただける場面があった。また、フォーラム内では部活の紹介もさせて
いただけた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真5.図書館フォーラム 
 
(4) 「大巻伸嗣 Memorial Rebirth 千住 関屋 2017」昼の部の
参加 
11 月 26 日の日曜日に、千住の関屋公園にて行われた「Memorial 
Rebirth」の昼の部にて、ティーンズ楽団として参加させていただい
た。「Memorial Rebirth 千住」とは、1分間に約 1万個のシャボン
玉が出るマシンを使って、いつも見慣れているまちの風景をたくさん
のシャボン玉の世界に変え、観ている人を魅了するアートパフォーマ
ンスである。 
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写真6.Memorial Rebirth 昼の部の様子 
 
 昼の部ではティーンズ楽団として、シャボン玉と一緒に歌ったり踊
ったりすることのできる「しゃボン踊り」をビックバンドの方々と演
奏した。 
 
写真7.Memorial Rebirth 演奏の様子 
 
3.結果と考察、まとめ 
 地域連携推奨センターの助成を受けた結果、今年度は昨年度に比べ
て、多くの場所で、様々な曲の演奏ができた。また、いろいろな場所
から演奏依頼のお声がかかり、千住キャンパス吹奏楽部の知名度が上
がっていることを感じた。活動の場が広がったおかげで、部員の演奏
技術の向上や演出の幅の広がり、演奏する曲のレベルの向上等の成長
が感じられた。千住キャンパス吹奏楽部にとって平成29年度は、様々
な場所で演奏ができ、成長を感じられた年だった。 
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障がいのある人を対象とした障がい者乗馬の実践 
～ミニ乗馬会と第 24回、第 25回乗馬会を振り返って～ 
平田達稔（障がいのある方のための乗馬会「乗る・馬・体験」実行委員会） 
キーワード：乗馬体験、レクリエーション 
1.はじめに 
乗馬会を開催するにあたり、約2か月と2週間前から企画会議を始
めます。乗り手さんに楽しんでいただけるよう、季節ごとのテーマと
それに沿った装飾や企画をします。乗り手さん、ボランティア募集を、
1 か月前には乗り手さんに向けた資料作成や郵送をしたり、ボランテ
ィアに向けた講習会や打ち合わせなどをします。1 週間前には、ご協
力していただく馬センターの職員さん、学生スタッフ、先生方とのス
ケジュール確認をし、当日に臨みます。当日を終えると乗馬会委員と
馬センターと先生方を含めた反省会をし、準備期間や当日の反省を次
に活かせるよう、話し合います。その後、ご協力いただいた先生方に
感謝とご報告も込めて報告書を毎回作成し、お渡ししています。 
 
2016年度は3月にミニ乗馬会、2017年度は7月と12月に第24回、
第 25回乗馬会の計 3回開催しました。以下は、回ごとの内容とアン
ケート結果と考察を報告します。 
 
2.活動報告 
春 ミニ乗馬会（2017年 3月） 
【活動内容】 
3 月の乗馬会では、馬事介在活動センター（通称うまセンター）を
メイン会場とした“ミニ乗馬会”を開催いたしました。第24、25回に
比べ規模は小さいですが、より乗り手個人にあったプログラム内容で
新しい乗馬プログラムも行いました。 
【乗り手の病名・障がい名】  
肥大心筋症   1人    知的障害  1人 
神経管閉鎖障害 1人 
図1.「今回の乗馬体験はいかがでしたか。」（n=3） 
 
 
 
 
図 2.「乗る前と乗った後のお子さんの変化や感想などありましたら、
教えてください。」(n=3) 
 
【考察】 
春ミニ乗馬会では、参加人数が少ないこともあり、乗馬のみならず
人参あげ、絵カードを使った乗馬など、乗り手個人に合わせたプログ
ラムを行いました。（図1）より、乗り手・親御さんに満足していただ
けているとわかります。また、（図2）の項目からは、乗馬前後途中の
変化があったことが分かります。これは、親御さんに行う事前アンケ
ートにて、乗り手の好きなものを把握し、乗馬プログラムに取り入れ
た成果だと考えられます。 
 
 
第24回（2017年 7月開催） 
【活動内容】 
初めての試みとして、作業療法学科の石井先生にインストラクター、
うまセンター職員の喜久村氏にインストラクター補助という形で行
いました。新体制での乗馬会がスタートし、初めての試みでしたが、
石井先生ならではの乗馬プログラムを行うことができました。乗り手
や親御さんには「たくさん遊んでもらった」「いつもと変わらずレクリ
エーションを楽しめた」などのご感想をいただき、実施者含め、ケガ
なく終えることができました。                        
また、今回も、広報をアニマルサイエンス学科だけでなく、作業療
法学科やこども学科、他大学に広げた結果、大学の垣根を越えてボラ
ンティアに参加していただきました。 
【乗り手の病名・障がい名】 
自閉症     6人   知的障害     2人 
発達障害     1人  大田原症候群  1人 
 
※乗り手10名のうち、「てんかん」は3人。 
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人参あげ、絵カードを使った乗馬など、乗り手個人に合わせたプログ
ラムを行いました。（図1）より、乗り手・親御さんに満足していただ
けているとわかります。また、（図2）の項目からは、乗馬前後途中の
変化があったことが分かります。これは、親御さんに行う事前アンケ
ートにて、乗り手の好きなものを把握し、乗馬プログラムに取り入れ
た成果だと考えられます。 
 
 
第24回（2017年 7月開催） 
【活動内容】 
初めての試みとして、作業療法学科の石井先生にインストラクター、
うまセンター職員の喜久村氏にインストラクター補助という形で行
いました。新体制での乗馬会がスタートし、初めての試みでしたが、
石井先生ならではの乗馬プログラムを行うことができました。乗り手
や親御さんには「たくさん遊んでもらった」「いつもと変わらずレクリ
エーションを楽しめた」などのご感想をいただき、実施者含め、ケガ
なく終えることができました。                        
また、今回も、広報をアニマルサイエンス学科だけでなく、作業療
法学科やこども学科、他大学に広げた結果、大学の垣根を越えてボラ
ンティアに参加していただきました。 
【乗り手の病名・障がい名】 
自閉症     6人   知的障害     2人 
発達障害     1人  大田原症候群  1人 
 
※乗り手10名のうち、「てんかん」は3人。 
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【アンケート結果】 
図3.「本日の乗馬会はいかがでしたか。」(n=10) 
 
図3の項目では、ほとんどの方に「大変満足」・「満足」と回答して
いただけました。 
 
 
図4.「学生の対応はいかがでしたか。」(n=10)  
 
図4からわかるように、回答者の全員に満足と回答していただけま
した。自由記述欄に記入してくださった方の中に「とても親切に、友
好的であり明るく楽しく接していただきました。」「段差補助など安心
してみていられた。」「わかりやすく話しかけてくれた。」との回答をい
ただきました。 
 
【考察】 
第 24 回は、昨年退職された今野直人氏に代わり、作業療法学科の
石井先生にインストラクターをしていただきました。乗り手の安全や
インストラクター側の忙しい雰囲気を避けるために、1 ターンの時間
をいつもより長くしました。その結果、（図3,4）より、乗り手や親御
さんに安心感、リラックスを与えられたと考えられます。 
 
 
第25回〈2017年12月開催〉 
【活動内容】 
今回、本館棟の使用ができなかったため、いこいの広場・大会議室
を使い開催しました。限られた範囲でしたが、装飾を冬にちなんだ飾
りつけにしたり、実施側がサンタさんの恰好をして乗り手と会話した
りと、賑わいある乗馬会となりました。また、参加者に記念として「手
作りスノードーム」を贈呈しました。 
【乗り手の病名・障がい名】 
自閉症   4人  大田原症候群   1人 
発達障害  1人  知的障害     2人 
 
【アンケート結果】 
 
図5.「乗る前と乗った後のお子様の変化や感想がありましたら教えて
ください。」（複数回答可）(n=8) 
 
図5の質問では笑顔が増えた、コミュニケーションをとれるようにな
ったなどの回答をいただきました。また、「リラックスしているように
見えた」「自分から話しかけていた」などのお声をいだきました。 
 
 
【考察】 
第25回は、試みとして、「乗り手と親御さんが同じ空間で乗馬をす
る」というプログラムを実施しました。親御さんから「貴重な体験が
できた」「安心して乗ることができた」などのお言葉をいただきました。
（図5）より、「今回は母親が乗馬に参加し、とても楽しく笑顔が多く、
リラックスしたように見えました。」と回答していただきました。今回
の試みは、『普段、自分は馬に乗っているが、親は見ているだけ』とい
う状況が多かった本乗馬会において、乗り手がリラックスできただけ
でなく、乗馬中に親子の関係が垣間見え、乗り手・親御さん双方の体
験に繋がったと考えられます。 
 
 
3.まとめと謝辞 
今年度から今野直人氏に代わり、馬の管理を喜久村徳淑氏、高野真
幸氏、渕上真帆氏。インストラクター・乗り手の査定として作業療法
学科の石井孝弘先生にご協力していただきました。新体制になったば
かりの乗馬会ですが、乗馬会を支えてくださった関係各位の皆様から
ご指導・ご鞭撻をいただき、大変ありがたく思います。 
当実行委員会は今年で 13 年目を迎えます。乗馬会のさらなる向上
のために、実行委員で会議を進めてきました。その甲斐あり、今年度
の3月に開催されるミニ乗馬会では、初参加の方から多くの乗馬希望
をいただき、「障がい者乗馬を必要としている人がいる」ことを、委員
一同実感しております。これからもより一層、参加者が楽しめる、本
学ならではの特徴を活かした乗馬会をつくっていきたいと思います。  
まだまだ未熟な我々ですが、これからもご支援をよろしくお願いし
ます。 
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障がいのある人を対象とした障がい者乗馬の実践 
 
平成29年度障がいのある方のための乗馬会 
「乗る・馬・体験」 
実行委員会 
 
アニマルサイエンス学科4年 
秋山 真裕子  浅見 晴香  齋藤 智仁  
佐々木 晃大  中地 瑞貴   林 佑 
平山 ちひろ  二木 菜月  山内 愛実 
吉田 泰大 
 
アニマルサイエンス学科3年 
青木 瞳    阿部 匠   岩倉 未幸 
上田 桃子   白田 智映  田口 愛 
野田 直子 
 
アニマルサイエンス学科2年 
池谷 尚斗   竹内 涼   林 姫花 
平田 達稔  福士 佳寿真 
 
アニマルサイエンス学科1年 
浅川 響    今泉 彩音  佐々木 愛 
高橋 涼太  山田 玲花 
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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第２巻 
ＡＱＵＡＳＨＩＰ、2017年度の地域連携活動 
見浪僚亮（生命環境学部 アニマルサイエンス学科）・加賀谷玲夢（総合教育センター） 
キーワード：山梨県立富士湧水の里水族館、ボランティア、山梨県、環境教育、水生生物 
1.はじめに 
「水と水の生き物の素晴らしさを伝える会 AQUASHIP（以下、
AQUASHIP）」は、昨年度に引き続き、「山の中の水族館。」山梨県立
富士湧水の里水族館（図１）との連携活動を行うことができた。また、
足立区の小学生や障がいを持つ子供たちへの環境教育活動も行った。
本稿では2017年の主な活動について報告する。 
図1.山梨県立富士湧水の里水族館でのボランティア説明会 
 
2．2017年度の地域連携活動について 
2017年度のAQUASHIPの部としての活動は、①山梨県立富士湧
水の里水族館（以下『県立水族館』）におけるボランティア活動、②県
立水族館の大学祭出展補助、③県内各地での移動水族館出展補助、④
足立区の小学生の遠足での川ブース担当（河川の環境教育活動）、⑤障
がい者乗馬会における環境教育ブース担当等がある。また、それとは
別に⑥県立水族館の飼育職員さんと合同の採集会、⑦県立水族館の職
員さんを招いた勉強会の開催、⑧希望者によるダイビングライセンス
の取得イベント開催、⑨水族館めぐりなども実施した。本報告書では
このうち、地域連携に関係のある①②③④⑤⑥⑦について詳細を以下
に記載する。 
 
①山梨県立富士湧水の里水族館におけるボランティア活動 
 2017年度の湧水の里水族館でのボランティア活動は2017年4月2
日から 2018 年 2 月 25 日のうち、原則として日曜日に行われた。活
動日は51日であり、のべ196人が参加した。活動に参加した学生は
26名であった。このうち、もっとも多かった3名は20回参加し、１
度しか参加していない部員は5名いた。 
 
 県立水族館までの交通手段は高速バス（上野原～忍野入口）、電車
（ＪＲ中央線、富士急行線）及び、学生の自家用車などを利用した。
キャンパスと離れた場所にある活動であるため、活動においては交通
費が大きな課題となる。交通費は、個人負担、部費からの補助と共に、
地域連携推進費を使用した。仮に、のべ200名が全て電車と路線バス
を利用すると交通費はおよそ 70 万円となり、比較的安価な高速バス
の場合でも約45万円かかる計算になる。2017年度は地域連携推進セ
ンターより148600円の助成を頂いたため、全体の２割から３割もの
金額を負担して頂いたことになる。 
 
 ボランティアの主な活動内容は次のとおりである。 
 
（１）「二重回遊水槽 餌やり体験」司会・進行・解説 
日曜日の午前11時及び午後2時に行われる「二重回遊水槽エサや
り体験」の司会、進行、解説を担当させていただいた。「餌やり体験」
を行うにあたっての注意点や、やり方を説明しながら司会進行し、餌
やりを行う二重回遊水槽の仕組や、展示されているニジマスやイトウ、
チョウザメなどの魚について解説を行った。（図２） 
図2.二重回遊水槽エサやり体験補助の様子 
 
（２）「貝殻工作体験コーナー」進行 
日曜日の午前10 時から午後3 時まで行われる「貝殻工作体験コー
ナー」の進行についても毎回担当させていただいた。この「貝殻工作
体験コーナー」は、貝殻・ビーズ・石などを使用して、水に住む生き
ものを作るイベントであり、進行を担当するメンバーは、参加者に材
料の説明や貝殻の枚数の説明、組み立てに使用するグルーガン（ホッ
トボンド）の使用法の説明、工作の補助を行った。 
 
（３）給餌、水槽掃除 
県立水族館で飼育している魚類や爬虫類、両生類等に、その生き物
に合った餌を給餌した。飼育職員の指示に従い、水槽の掃除も行った。
30～60 ㎝の小型のものから、水槽の中に入って掃除をする大型のも
のまで大小様々な種類の水槽を掃除した。水槽に付いている苔を落と
したり、砂利の中のフンやゴミなどを取り除いたりする作業を行った
（図３）。また水槽の水の入れ換えや人工海水の調整などの作業も行
った（図４）。これらの活動は、ボランティアとしての館へ貢献すると
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見浪僚亮・加賀谷玲夢 
共に、水族館への就職希望の多いAQUASHIP メンバーにとっては、
水槽の管理の方法を学ぶ意味においても意義があると感じられた。 
図3.ガラス面をスポンジで拭き汚れを落とす 
図4.人工海水の調整 
 
（４）「チョウザメタッチング」司会・進行・解説 
 ゴールデンウィークや夏休みなどの長期休暇に行われるイベント
である「チョウザメタッチング」も担当させていただいた。注意点や
触り方を説明した上で、お客さんにチョウザメに触れてもらい、サメ
とチョウザメとの違いや、チョウザメの生態なども解説した。（図５） 
図5.待っているお客さんにもチョウザメの解説をする 
 
②大学祭における富士湧水の里水族館の出展補助 
本学で行われた大学祭（科大祭）に県立水族館が出展し、
AQUASHIPはその補助を行った。「ふれあい体験」と称してザリガニ
のタッチングも実施し、AQUASHIPのメンバーがタッチングの仕方
などを来場者に説明した。学生だけでなく外部からも大勢の方に来て
いただき、山梨県立富士湧水の里水族館や AQUASHIP の活動に興
味、関心を持って頂く事ができた。 
 
③県内各地での富士湧水の里水族館の移動水族館出展補助 
11 月 18 から 19 日に山梨県甲府市の小瀬スポーツ公園にて開催され
た山梨県民の日イベントに、富士湧水の里水族館が移動水族館を出展
し、AQUASHIPもその補助をさせていただいた。（図６） 
図6.移動水族館でのガラルファ触れ合い 
 
④足立区の小学生を対象とした遠足における河川の環境教育活動 
 2017年9月6日、7日、8日、11日、14日に上野原市秋山地区を
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育活動を行った。バケツを使って川虫などを採取した。今年は採集し
た生き物にシールを貼るビンゴカードを作るなど、遊び要素も取り入
れた。最後に部員から、採集できた指標生物についての解説を行い、
この川がいかにきれいか、守っていくにはどうしたらいいのかなどを
小学生たちと話し合った。 
 
⑤本学の障がい者乗馬会への参加 
 7 月 2 日に本学で行われた障がい者乗馬会「乗る・馬・体験」に
AQUASHIPも参加した。障がい者乗馬会は障がいを持つ子供たちに
馬と接する体験を提供し、それを通して生活の向上を目指すことを目
的とした活動である。このイベントにおいて、馬だけでなく水生生物
を使って何か伝えられることは無いかと実行委員会から話をいただ
き、参加することになった。水生生物のシルエットクイズや解説、カ
メへの餌やりなどを行った。（図７） 
図7.AQUASHIPが飼育している生き物へのエサやり体験 
 
⑥県立水族館の飼育職員さんと合同の採集会 
 県立水族館では、県内の動物を飼育展示しており、業務の一環とし
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てこれらの採集も行っている。今年度もAQUASHIPメンバー数名が
採集の補助を行った。採集した生物は水族館で公開している。（図８） 
図8.職員さんとの生き物採取の様子。採れた生き物は展示する 
 
⑦県立水族館の職員を招いた勉強会の開催 
 12 月 5 日には本学実験研究棟に県立水族館の飼育員さんをお招き
し、AQUASHIPの勉強会が開催された。飼育員という仕事について、
また、この職業を目指すための心構えについてなどを熱く語って頂い
た。参加したAQUASHIPメンバーも真剣に聞いていた。（図９） 
図9.大学に水族館の職員さんを招いて開催された勉強会 
 
3.2017年度を振り返って 
2017年度も2016年度と同様に、山梨県立富士湧水の里水族館での
ボランティア活動などの恒常的活動に加え、足立区の小学校の遠足、
移動水族館の出展補助といった環境教育に携わることができ、多くの
方に「水と水の生き物の素晴らしさを伝える」ことができたと考える。 
また県立水族館では水槽の作成（図10）や企画展の準備（図11）、そ
の他様々な経験（図12）をさせていただいた。年々AQUASHIPに任
される作業が増えているように感じて、嬉しく感じるとともに、身が
引き締まる思いである。 
 
 
 
 
 
 
図10.学生がパイプをつなぎ合わせて作ったオーバーフロー水槽 
図11.企画展 湧き水に棲む生き物たち 
図12.冬には水族館の周りの雪かきをすることもある 
 
4.今後の展望 
今後も山梨県立富士湧水の里水族館と連携して、ボランティア活動
を続けていきたいと考えている。採集会などのフィールドワークによ
って水生生物の生態を直接学び、また飼育職員の方による講演会等を
開催することでメンバーの知識、技術のより一層の向上を目指してい
きたい。そして、様々な方々に、水生生物の魅力を環境教育として伝
えていきたいと考えている。 
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深く御礼申し上げます。ありがとうございました。 
また、富士湧水の里水族館がある忍野村は上野原キャンパスから約
50ｋｍも離れており、学生団体であるAQUASHIPにしてみれば、富
士湧水の里水族館での活動は、ともかく交通手段（すなわち交通費）
の確保ができないと維持することが難しく、例年、最大の制限要素と
なっています。2017 年度に交通費の支援をしていただいた帝京科学
大学地域連携推進センターには、心より感謝申し上げます。ありがと
うございました。 
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1） 忍野村観光協会ＷＥＢサイト「富士忍野高原 おしのナビ」
http://www.oshino.jp/spot_sakana.php 
2） 2)山梨県ＷＥＢサイト「山梨県立富士湧水の里水族館について」
http://www.pref.yamanashi.jp/kakinousui/suizokukan.html. 
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Sing with Butterfly 夏の信州自然体験キャンプサポート隊 
江田慧子・赤池裕成・牛原琴音・今野佑香・根本康平・三山大智（教育人間科学部 学校教育学科） 
キーワード：ミヤマシジミ、音楽、生物多様性 
1.はじめに 
帝京科学大学は長野県と信州生物多様性ネットきずなとともに生
物多様性に関する包括連携協定を結んでおり、大学は教員の学術的ア
ドバイスと学生の派遣について協力することになっている。今回は協
定をもとに絶滅に瀕している蝶のミヤマシジミの保全活動を子ども
たちに知ってもらい、実際に体験する2泊3日の自然体験キャンプを
長野県伊那市で行った。ミヤマシジミの保全活動に参加したのち、そ
の体験をもとに歌詞を作り、「歌」にまとめた。 
蝶の保全活動と歌作りの補助として教育人間科学部学校教育学科 2
年生が選ばれた。そのため、千住キャンパス内で事前準備を行い、8月
のキャンプで子どものサポートを行うこととなった。 
 
2.方法 
開催時期：2017年8月9～11日の2泊3日 
実施場所：長野県伊那市、上伊那郡南箕輪村 
実施対象者：長野県内で募集された4～6年生18名 
 
3.結果 
予定通り、実施することができた。日程と内容詳細については下記
に示した。 
 
表1.8/9（初日）のスケジュール 
時刻 活動 内容 
9:10- 
10:30 
当日準備 信州大学農学部ゆりの木にて開会式等の準備を行う。 
準備品：席札、セロテー プ 
実施者：全員 
10:30- 
11:00 
スタッフ 
ミーティング 
最終的な打合せを行い、役割分担、日程等を確認する。 
準備品：スタッフ用資料 
実施者：全員 
12:00-
12:45 
受付 （ 1 ）各自保険証のコピー を持参するので預かる。 
（ 2 ）参加者を席まで案内する。保護者も引続き聴講する
場合は、保護者席に案内する。  
準備品：参加者名簿、筆記用具、フラットファイル、穴あけ
パンチ。 
実施者：学生 
注意事項：個人情報の取り扱いには注意する。 
13:00-
13:15 
はじめの会 （ 1 ）開会の言葉 
（ 2 ）主催者あいさつ 
（ 3 ）来賓あいさつ 
（ 4 ）閉会の言葉 
実施者：長野県 
13:15-
13:30 
オリエン 
テーション 
開会式後、スタッフ紹介、日程説明、注意事項等について説
明。その後、子どもたちの自己紹介。 
実施者：長野県 
13:30-
14:40 
ちょうのお話 
うたのお話 
保護者や一般の方も聴講可能とする。 
江田、湯澤かよこさん（シンガーソングライタ ）ーのコラボ
によるトーク等を行う。 
準備品：パワー ポイント、パソコン 
実施者：江田、湯澤さん 
15:00-
15:30 
カンバッジ 
作り 
名札も兼ねたカンバッジ作りを行う（図1）。 
準備品：缶バッジ機械一式 
実施者：学生 
15:30-
16:30 
レクリ 
エーション 
参加者が仲良くなれるようなレクリエ シーョン。 
児童に怪我がないように配慮する（図2・3） 
実施者：学生 
16:30-
16:45 
大芝荘へ移動 バスで移動 荷物の忘れ物がないようにする。 
実施者：全員 
16:45-
17:00 
今日の 
感想記入 
その日の予定が終了し、コテー ジに戻り少し休憩したら、「し
おり」内にある今日の感想について記入をしてもらう。 
準備品：しおり 
実施者：全員 
17:00-
18:30 
入浴の 
付き添い 
各コテー ジ単位で大芝の湯へ連れて行く。 
実施者：全員 
18:30-
19:40 
夕食 同部屋の子供を連れていく。スタッフは夕食後、同じ会場で
本日の反省及び明日の打合せを行う。 
実施者：全員 
19:40-
20:30 
花火大会 みんなで花火を行う。 
準備品：花火、ばけつ、水、ろうそく、ライター。 
注意事項：子供達が火傷等しないよう注意する。 
実施者：全員 
21:00 就寝 21時には就寝できるよう、子供たちの様子をみる。 
準備品：ふとん2組（A棟、B棟） 
実施者：全員 
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図1.3日間使う名札としたカンバッジ作り 
 
図2.レクリエーションの様子 
 
図3.友だちづくりの様子 
 
 
表2.8/10（2日目）のスケジュール（1） 
時刻 活動 内容 
7:00-
7:30 
起床 7時には起床し、着替えを行う。子供たちの体調を聞き取る。 
実施者：全員 
7:30-
8:45 
朝食 大芝荘で朝食をとる。同部屋の子供を連れて、7:30 までに大
芝荘の会場までに向かう。 
実施者：全員 
8:45-
9:00 
出発 課外活動に必要な荷物をまとめて、玄関に集合する。バスでチ
ョウの生息地に向かう。忘れ物がないよう声かけを行う。 
実施者：全員 
9:00-
11:30 
チョウとの 
ふれあい体
験 
【晴天時】鳩吹公園 
中村寛志先生（信州生物多様性ネットきずな会長）や江田の指
導のもと、鳩吹公園でミヤマシジミの生態を説明し、その後チ
ョウを観察し、昆虫採集を行う。珍しいチョウは観察するのみ
で採集してはいけない。それ以外のチョウは採集し、名前を調
べたあと逃がす。午後の歌作りに繋がる大事なステップのた
め、子どもたちに見たときの感情や思い等を聞く（図 4・5・
6・7）。 
準備品：スケッチブック、昆虫網、三角紙、虫かご、救急箱、
ドリンク。 
野外のため、怪我をしないように気をつける。 
熱中症に注意する。 
実施者：中村先生、江田、学生 
 
【荒天時】鳩吹公園 ぽっぽ館 
ぽっぽ館で、昆虫クイズ、ミヤマシジミの生態の説明と生息で
きる環境についてみんなで考える。 
準備品：スライド機材、資料等、パンフレット 
実施者：江田、学生 
 
＊当日の天候は晴れだったため、「晴天時」のプログラムを実
施した。 
 
図4.ミヤマシジミについて子どもへ指導している様子（左下はシャー
レ内の幼虫） 
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Sing with Butterfly 夏の信州自然体験キャンプサポート隊 
図5.ミヤマシジミの生息地で説明を聞いている様子 
 
図6.ミヤマシジミを子どもたちとともに観察している様子 
 
図7.観察できたミヤマシジミの雌成虫 
 
表3.8/10（2日目）のスケジュール（2） 
時間 活動 内容 
12:00-
13:00 
昼食・休憩 お弁当を配る。子どもたちに水分補給をさせる。 
準備品：市町村指定のごみ袋 
注意事項：子供たちの体調を確認する。 
実施者：全員 
13:00-
17:00 
みんなで 
歌づくり 
 
10 日は鳩吹公園のぽっぽ館内でおこなう。チョウとのふれ
あい活動等を体験し、体験で感じたことを歌にまとめる。班
ごとに分かれてスケッチブック等に感じたことを書き出し
ながら歌詞を考える（図8）。 
準備品：スケッチブック、ポスカ 
実施者：湯澤さん、学生 
17:00-
17:30 
大芝荘へ移動 実施者：全員 
17:30-
18:00 
今日の 
感想記入 
戻り次第、「しおり」内にある今日の感想について記入をさ
せる。 
準備品：しおり 
実施者：全員 
18:00-
19:30 
BBQ大会 大芝のBBQ場で行う。同部屋の子供を連れて、18時までに
大芝荘の会場まで連れて来る。 
スタッフは夕食後、同じ会場で本日の反省及び明日の最終打
合せ行う。 
実施者：全員 
17:00-
18:30 
入浴の 
付き添い 
各コテー ジ単位で大芝の湯へ連れて行く。 
実施者：全員 
21:00 就寝 21時には就寝できるよう、子供たちの様子をみる。 
準備品：ふとん2組（A棟、B棟） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図8.湯澤さんと一緒に歌詞を考えている様子 
 
表4.8/11（3日目）のスケジュール（1） 
時間 活動 内容 
7:00-
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う。 
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出発 課外活動に必要な荷物をまとめて、玄関に集合し、バスで信
州大学に向かう。 
9:00-
10:45 
みんなで 
歌づくり 
 
信州大学内でおこなう。みんなで作った歌詞を並べて、検討
する。歌のタイトルを全員で考える（図9）。 
準備品：スケッチブック、ポスカ 
実施者：湯澤さん、学生 
 
 
－　45　－
Sing with Butterfly 夏の信州自然体験キャンプサポート隊 
図5.ミヤマシジミの生息地で説明を聞いている様子 
 
図6.ミヤマシジミを子どもたちとともに観察している様子 
 
図7.観察できたミヤマシジミの雌成虫 
 
表3.8/10（2日目）のスケジュール（2） 
時間 活動 内容 
12:00-
13:00 
昼食・休憩 お弁当を配る。子どもたちに水分補給をさせる。 
準備品：市町村指定のごみ袋 
注意事項：子供たちの体調を確認する。 
実施者：全員 
13:00-
17:00 
みんなで 
歌づくり 
 
10 日は鳩吹公園のぽっぽ館内でおこなう。チョウとのふれ
あい活動等を体験し、体験で感じたことを歌にまとめる。班
ごとに分かれてスケッチブック等に感じたことを書き出し
ながら歌詞を考える（図8）。 
準備品：スケッチブック、ポスカ 
実施者：湯澤さん、学生 
17:00-
17:30 
大芝荘へ移動 実施者：全員 
17:30-
18:00 
今日の 
感想記入 
戻り次第、「しおり」内にある今日の感想について記入をさ
せる。 
準備品：しおり 
実施者：全員 
18:00-
19:30 
BBQ大会 大芝のBBQ場で行う。同部屋の子供を連れて、18時までに
大芝荘の会場まで連れて来る。 
スタッフは夕食後、同じ会場で本日の反省及び明日の最終打
合せ行う。 
実施者：全員 
17:00-
18:30 
入浴の 
付き添い 
各コテー ジ単位で大芝の湯へ連れて行く。 
実施者：全員 
21:00 就寝 21時には就寝できるよう、子供たちの様子をみる。 
準備品：ふとん2組（A棟、B棟） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図8.湯澤さんと一緒に歌詞を考えている様子 
 
表4.8/11（3日目）のスケジュール（1） 
時間 活動 内容 
7:00-
7:30 
起床 
 
7時には起床し、着替えを行う。子供たちの体調を聞き取る。 
7:30-
8:45 
朝食 大芝荘で朝食をとる。 
同部屋の子供を連れて、7:30までに大芝荘の会場までに向か
う。 
8:45-
9:00 
出発 課外活動に必要な荷物をまとめて、玄関に集合し、バスで信
州大学に向かう。 
9:00-
10:45 
みんなで 
歌づくり 
 
信州大学内でおこなう。みんなで作った歌詞を並べて、検討
する。歌のタイトルを全員で考える（図9）。 
準備品：スケッチブック、ポスカ 
実施者：湯澤さん、学生 
 
 
－　45　－
江田慧子・赤池裕成・牛原琴音・今野佑香・根本康平・三山大智 
図9.子どもたちと歌詞を手直している様子 
 
表5.8/11（3日目）のスケジュール（2） 
時間 活動 内容 
11:00-
12:00 
歌練習 メロディにのせて、作った歌詞を歌ってみる。発表会に向け
て練習を行う（図10）。 
実施者：全員 
12:00-
13:00 
昼食・休憩 
 
お弁当を配る。子どもたちに水分補給をさせる。 
準備品：市町村指定のごみ袋 
注意事項：子供たちの体調を聞き取る。 
13:00-
15:00 
オリジナル 
Tシャツ 
つくり 
 
信大キャンパス内で行う。10 月にアクトスペースで行う発
表会の際に着る、オリジナルTシャツを作る。Tシャツに布
用クレヨンで絵付けを行う。 
準備品：Tシャツ、布用クレヨン 
実施者：長野県、学生 
15:00-
15:30 
おわりの会 信大キャンパス内で行う。 
（ 1 ）開会の言葉（長野県） 
（ 2 ）主催者あいさつ、講評（中村先生） 
（ 3 ）10月の発表会について（長野県） 
（ 4 ）閉会の言葉（長野県） 
児童を保護者に引き渡すときに特に注意する。 
 
図 10.子どもたちが歌えるように歌詞を見せてサポートをしている様
子 
4.感想 
子どもたちに体験を行ってもらった結果、大学生では思いつかない
歌詞が生まれた。 
子どもたちを預かることは多くの責任が生じることが分かり、また
子どもたちとの実際の距離感も分かり大変有意義な活動となった。 
また、自分たちが生きものについて知っていないと教えることができ
ないと実感した。 
図11.キャンプ終了時の学生 
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の家、特別協賛としてミヤマ株式会社、帝京科学大学、信州豊かな環
境づくり県民会議、後援として伊那市、南箕輪村、信州大学にご協力
いただき無事終了することができた。厚く御礼を申し上げる。 
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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第２巻 
学校教育学科公認サークル SAT 
島田悠暉（学校教育学科公認サークル SAT） 
キーワード：地域貢献活動、学校ボランティア 
1.はじめに 
 SAT とは、「学生教育研修生」の英語表記、Student Assistant 
Teacherの略であり、教員を目指す学校教育学科の学生で構成された
学科公認サークルである。   
 SATの目標は、教員を目指す私たち学生が、近隣地域の教育現場や
様々なボランティアなどの地域貢献活動を通して、教員に求められる
「社会性・コミュニケーション能力・企画調整力」を高めるとともに、
教員になる意欲向上につなげることにある。 
 学校教育学科の学生たちには、「子どもたちに勉強を教えたい」、「子
どもたちを対象としたイベントがしたい」、「たくさんの子どもたちと
ふれあいたい」などの様々な要望がある。一方、近隣の小中学校や高
校からの学習支援を含めた様々な学校ボランティアの要請や足立区
教育委員会や近隣地域からの様々な教育活動の要請がある。そこで、
SATは自らも率先して活動の担い手になるのはもちろんのこと、学生
たちと地域からの活動要請の「橋渡し」をする役割も担う。 
 教員を目指す上で必要な資質・能力を養うことを大切にして、大学
内外を問わず、それぞれの学生が主体的に活動内容を吟味・企画して
自発的に取り組んでいる（図１）。 
図1. 新入生に向けたSATスタッフによる活動紹介の会合（SAT会） 
 
2.今年度の活動報告 
 SATは年間を通して様々な活動を行っている。そこで、今年度に実
施した、学外を活動の場とした『学習支援ボランティア』と『地域貢
献活動』、学内を活動の場とした『オープンキャンパス』、『体験！一日
大学生』、『夢の体験教室』をそれぞれの主な活動として取り上げ、そ
の活動状況を以下に紹介する。 
①学習支援ボランティア 
【場所・期間】 
 葛飾区立東金町小学校  （2016年  5月） ～ 現在継続中 
 足立区立大谷田小学校  （2016年 11月） 〜 現在継続中 
 足立区立花畑北中学校   2017年  6月  ～ 現在継続中 
 東京都立青井高校    （2016年  5月） ～ 現在継続中 
 足立区教育委員会主催「大学生による夏休み宿題応援隊」  
              2017年  8月（3、4、24日以外） 
【目的】 
 近隣の小学校・中学校・高校側からの要請を受けて実施する活動で
ある。教育実習の前に教育現場を体験し、学校現場での教員の授業補
助や児童・生徒とのふれあいを通して学習の支援を行うことにより、
教員を目指す上で必要な資質・能力を養う。 
 
【活動内容】 
 授業補助、理科実験準備、放課後の補習活動の支援、特別支援教
室での生徒の活動支援、夏休み中の各種施設での宿題や学習の支
援。 
 
図2.高校での学習支援（数学・英語の補習指導） 
 
 
図3.小学校での学習支援（漢字検定、算数検定の支援） 
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【評価】 
 2016 年 4 月のSAT 設立当初から継続的に行っている活動である。
学科や教職センターでの支援の下、学校ボランティアに必要な事前講
習を受けるとともに、ボランティア要請校である相手校での事前面接
をへて活動を行なった。 
 教育現場における教員の仕事の様子を間近に見学でき、また、実際
に教員の指示の下で様々な授業や教科外活動を体験できた。 
 さらには、児童・生徒と直接触れ合えるので、教育実習前の就業体
験として貴重な機会となった。 
 
②地域貢献活動 
【場所・期間】 
 アリオ西新井での遊び体験：「codomoDEnetのあそびのフリマ」 
 2017年  5月20日、11月18日 
 東綾瀬公園での地域教育活動： 
  「オフスクールパーク：公園de サイエンス」  
 2017年  7月1日 
 長野県「伊那谷こども村」での「Summer Camp 2017 in南信州」 
 2017年  8月23~26日、29~31日 
 東京都赤十字血液センターによる本学での「献血バス」 
 2017年 10月28日 
 
【目的】 
 子どもたちをはじめとして、青少年の育成活動に関わる様々な世代
や職種の地域の方々との交流を行う。また、イベントの内容を企画・
実施する上で、参加学生の取りまとめや各コースの協力体制をつくる
などの活動を通して、社会性・コミュニケーション能力を養う。 
【活動内容】 
・「伊那谷子ども村」：（一財）野外教育研究財団主催、長野県阿智村・
同教育委員会後援での小・中学生対象の青少年育成キャンプの補助。 
・東京都赤十字血液センター・葛飾事業所の「東京葛飾献血バス」が
本学に来学した際の献血活動の支援・補助（図４）。 
・商業施設「アリオ西新井」で開催された足立区教育委員会主催によ
る子どものための遊びや工作などの体験イベントの補助。 
・「オフスクールパーク」：東綾瀬公園指定管理会社主催のイベント。
来園した子どもたちを対象とした体験学習の企画、運営（図５）。 
 
図4. 本学本館での「赤十字社献血」支援（昨年度の活動の様子） 
 
図5. 東綾瀬公園での「オフスクールパーク」の各コース別活動 
（上段右：受付、上段左：「しぜんアートをつくろう」、下段右：「体育
お悩み解決大作戦」、下段左：「固めてトロける面白実験」） 
 
【評価】 
 都立公園指定管理会社と協力した地域教育活動、足立区教育委員や
教育委員会・教育研究機関と連携した子どもたちへの遊び体験活動の
提供や支援を行った。学外組織の職員、子どもや保護者との様々な交
流活動を通して、幅広い年代の地域の方々とのコミュニケーション能
力を養うきっかけとなった。 
 
③オープンキャンパス（本学教育人間科学部学校教育学科） 
【場所・期間】 
 本学千住キャンパス７号館（＆本館）  
 2017年  6月25日、 7月30日、8月20日、  
9月24日、10月15日、3月11日 
 
【目的】 
 教員と連携して運営学生を統括しつつ、説明会などの活動を実施す
ることで、教員の指導力に必要な企画調整力や実行力、協調性を養う。 
 
【活動内容】 
 当日の学生の人員配置や役割分担決め。本学科の特色、大学生活、
SAT の活動などについての学生主体の各種説明会・キャンパスツア
ー・模擬授業・個別進路相談などの活動の企画・運営（図６）。 
 
【評価】 
 SATオープンキャンパス・リーダーの下、全体の進行状況に配慮し
つつ各活動が滞りなく進むように運営した。学生同士や教員と協力し
て活動する上で必要なチームワークや協調性、来学者との応対に必要
な「相手を思いやる力」や「他者と関わる力」を養う機会となった。 
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図6.オープンキャンパスでの学生による体育の模擬授業（上）と来学
者に対する個別進路相談（下） 
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【場所・期間】 
 本学千住キャンパス７号館（２階）理科実験室 2017年 7月1日 
【目的】 
 中学生にとって魅力ある理科教育に関する模擬授業を企画・運営し、
わかりやすい説明を心がける他、生徒への接し方や指示の仕方を学ぶ。 
 
【活動内容】 
 足立区内の中学生を対象とし、大学での講義や大学生活を体験して
もらうために毎年実施している足立区教育委員会と本学の連携事業。   
 本年度は本学科中高理科コースが担当。理科教育法の授業で実際に
行った複数の教材づくり（図７）をテーマにした模擬授業の企画・事
前準備・運営。 
 
図7. 「体験！一日大学生」での理科教材づくりの模擬授業 
（上：洗濯ばさみシューター、下：荷造り用ロープを使ったわらじ) 
【評価】 
 中学生や保護者を対象とした講座の企画・運営を通して、講義内容
や理科教育、理科教材へ理解を深めた。 
 さらに、来学者へわかりやすく伝える表現力、教材づくりの指示・
支援に不可欠な技能・態度やコミュニケーション能力、教材を通して
理科に対する興味を引き出す力を養った。 
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 学校教育学科の各コースの特徴を生かし、工作・音楽など教科や図
書館体験（小学校コース）、柔道や陸上競技などスポーツ関連の講義・
実習（中高保健体育コース）、科学実験（中高理科コース）などの各種
講座の企画・事前準備・運営。 
 
図8.「夢の体験教室」での一コマ（上段：開会式前の集合場所での様
子、中段：教室内での模擬授業、下段：グラウンドでの模擬授業） 
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【評価】 
 SAT１年生が中心となり、基礎ゼミの授業の一環として学生全員が
参加した。小学生を対象とした講座の企画・運営を通して、授業の担
い手として小学生に「教え伝える」という難しさ・面白さを実際に体
験することで、教育職を目指す意欲を高め、かつ必要な資質・能力を
養った。 
 
3.おわりに 
 SATができて２年が経つ。この２年間で学内や地域と連携した教育
活動の幅は大きく広がり、様々な活動を行えるようになった。 
 本年度は、本学の地域連携活動団体の助成を受け、活動の様子を画
像の形で記録できるようになった他、地域の方々向けに SAT の活動
を発信するためのパンフレット（図９）の作成・配付などの広報活動
も行うことができた。 
 
図9.SAT広報用パンフレット 
 
 次年度は、学生が主体となる地域貢献活動・地域連携活動を更に増
やし、教員になるために必要な、より多くの｢学び｣を得られるサーク
ルにしたい。また、３年生から２年生へとSATの引継ぎを行い、今後
も SAT が継続して地域連携教育活動を行えるように運営していきた
い。 
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1.サークル紹介 
本サークルの活動目的は、和太鼓の演奏を通し地域や他の和太鼓団
体との連携を図り、地域の活性化に寄与するともに和太鼓の良さを広
く周知することである。 
この活動目的を達成するために、サークルメンバー全員で毎週水曜
日の16時30分から20時45分の間、演奏会に向けた基礎練習や曲練
習を行っている。尚、平成29年度本サークルメンバーの構成は、1年
生が 2名、2年生が 2名、4年生が 2名（自然環境学科、理学療法学
科、幼児保育学科、学校教育学科、アニマルサイエンス学科）の計 6
名である。 
2.曲紹介 
2-1.「水駆」 
中太鼓 3 台 締め太鼓 1 台 大太鼓 1 台で演奏する曲となってい
る。水駆の曲イメージは、葉から一粒の雫が水面におち、それが川と
なり上流から下流へ流れ、それが、海へ広がっていくイメージとなっ
ている。本曲は、本サークルメンバーのひとりがこれまで和太鼓指導
を受けてきた方から本サークル発足時に提供いただいた曲であり、本
サークルメンバーが最初に修得する基本の曲となっている。 
2-2.「旋風」 
中太鼓5台、締め太鼓1台、大太鼓1台で演奏する曲である。旋風
の曲イメージは、はじめは小さい旋風がまわりを巻き込み、次第に成
長していくという状況を表現している。本曲が作曲された当時は、太
鼓もなくサークルメンバーも少ない状況であった。この状況において、
地域を活性化できるような活力のある和太鼓サークルを目指すため、
学科や学部、大学という枠を超えて多くの人を巻き込みながらサーク
ルを発展させたいという願いを込めてサークルメンバーが作曲した。 
2-3.「双星」   
中太鼓2台 締め太鼓1台から演奏できる曲となっている。双星の
曲イメージは、二つの音が互いに競い合い高めあうライバルのような
関係性を保ちながら互いに成長していく姿を表現している。尚、本曲
も本サークルメンバーが本サークルの発展を祈念して作曲したもの
である。 
3.平成29年度活動報告 
3-1.目的 
学校行事や地域のイベントでの和太鼓の演奏を通して地域の活性
化や交流を深めることを目的として活動した。 
3-2.活動内容 
主な活動として、第3回桂川フェスティバル（山梨県上野原市）、ミ
ルディス音楽祭2017（東京都足立区）、桜科祭（東京都足立区）、我孫
子イトーヨーカドー主催催し物（千葉県我孫子市）の4つのイベント
にて演奏を行った。 
 
＜第3回桂川フェスティバル＞ 
午後のステージで和太鼓の演奏を行った。当日の演奏に参加できた
メンバーが 3名であったが、3名でどのように演奏すれば観客に喜ん
でいただけるかを考え練習したため、演奏直後、観客から大きな拍手
をいただいたことは忘れられない経験となった。また、本サークルに
おいて初めての野外演奏となり、和太鼓の音色を野外で多くの観客に
届けるために必要なことや今後の練習方法などを検討する良い経験
になったと考えている。 
図1.桂川フェスティバルでの演奏風景 
 
＜ミルディス音楽祭2017＞   
北千住駅前のOIOIの前で用意された特設ステージで演奏を行った。
トップバッターだったが、駅前ということもあり多くの方々が足を止
めて演奏を聴いていただいた。また、平成 29年度入学生である 1年
生が初演奏であり、本年度の本サークルメンバーによる連携が試され
る良い機会となった。 
図2.ミルディス音楽祭2017演奏風景 
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＜桜科祭＞ 
北千住キャンパスで開催される桜科祭にて、特設ステージと教室で
の演奏を合わせて４回行った。2日目には、「鈴鹿音信太鼓」の方たち
にゲスト出演いただき、共演を行った。学内での開催であったが、多
くの地域の方々に来場いただき演奏することできた。また、来場いた
だいた方からは「太鼓の音色が良かった」、「久しぶりに和太鼓演奏を
聴けて嬉しかった」など多く方々に喜んでいただけた。 
図3.桜科祭での演奏風景 
 
＜我孫子イトーヨーカドー演奏会＞ 
「鈴鹿音神太鼓」の方々と共演させていただいた。我孫子市にある
イトーヨーカドー内に特設されたステージにて多くの方々の前でこ
れまでの練習の成果を十分に発揮した演奏ができた。 
図4.我孫子イトーヨーカドー演奏後の集合写真 
 
4.今後の目標 
平成 29 年度は昨年度に比べ、地域からの演奏依頼件数が増えたこ
とは、本サークル活動が発展している証であると考えている。また、
他団体との交流機会も多く、共演することによりサークルメンバーが
サークル外部からの刺激を自らの成長機会として捉えることができ
たことは有意義な年度であったと感じている。平成 30 年度は、より
多くの地域住民や団体と関わる機会を設定し、サークルメンバー全員
がより大きく成長していく機会としていきたい。また、更なる地域か
らの演奏依頼に対応するため、サークルメンバーを増員しながら、演
奏のレパートリーも広げていきたいと考えている。 
謝辞 
平成 29 年度本サークル活動が「帝京科学大学地域連携推進センタ
ー」ならびに多くの本学教職員の皆様のご支援により展開できました
ことに感謝致します。 
 
 
 
 
 
－　52　－
地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第２巻 
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情報発信の実践 
三井香奈（理工学研究科 先端科学技術専攻） 
畠山豊・中山瑞紀・篠原樹里・加隈良枝・大辻一也（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
キーワード：野良猫、地域猫、足立区、情報発信 
1.はじめに 
平成 28 年度の環境省の調査によると、全国の自治体における猫の
引取り数の 85％（約 6 万 2 千頭）が所有者不明の野良猫となってい
る。飼い主のいない野良猫の対策として、1997年に横浜市磯子区で地
域住民が野良猫問題を地域の問題として管理していこうという動き
から始まった「地域猫活動」が一部の自治体でも行われている。しか
し、環境省のアンケート調査では、地域猫活動の住民の理解や認知度
は低く、啓発活動が課題となっている。 
本学千住キャンパスがある足立区内でも、15年以上前から飼い主の
いない猫をなくすために保健所やボランティア、獣医師会の三者で議
論されている。区内では「地域猫活動支援モデル事業」や「猫の不妊
去勢手術費助成制度」を実施してきたが、地域猫活動の住民の理解や
認知度は未だに低く、モデル事業を行っているのは265町丁のうち2
地区のみとなっている。 
そこで、私たちが野良猫の実態について学びながら専門的な知識や
技術を活用し、地域の実際の問題に取り組むことができないかと考え、
昨年に引き続き野良猫調査と地域猫活動啓発のための情報発信を行
った。 
 
2.活動のねらい 
1）足立区内の野良猫の数や生態を把握すること。 
2）地域の飼い主のいない猫を減らすための活動を行うこと。 
3）学外のコミュニティとの交流を通じて、動物福祉や動物愛護の現 
状を知り、情報発信すること。 
 
3.団体構成 
野良猫調査隊は、動物福祉サークル「アニマルライフ」に所属して
いるメンバーの中で構成され、千住キャンパスのアニマルサイエンス
専攻・学科の大学院生2名と学生25 名が所属している。運営は去年
と同様に、3部署（運営・調査・総務）に分かれて行った。 
 
4.活動報告 
今年度の主な活動としては、活動のねらいである１）と２）の区内
2 か所の野良猫調査を引き続き行い、３）の学外コミュニティとの交
流を去年よりも強化した。以下に詳細を記す。 
 
1)野良猫調査 
昨年と同様、調査実施に先立ち調査方法の勉強会を開き、月1回／
年 10 回の定例会議を行って運営方針の決定を行った。調査方法は、
三井ら（2017）と同様であった。同年の7月から、午後16時～18時
で1日に1回行った。 
調査日程は表１の通りであった。大学周辺は31日間、N地域も31
日間調査し、昨年よりも多く実施できた。表-１の括弧内は午前か午後
のみ調査した日程を示した。悪天候で調査できなかった場合や調査技
術を磨くための練習のために予備日を設けた。 
 
表1.調査日 
 
2)その他の活動 
学内へ情報発信することを目的として、西東京キャンパスの猫の目
報道部の学内情報誌「ネコノメVol.22」の取材を受けた。2017年6月
3日16時～17時に、3年2名と院生1名が千住キャンパスで猫の目
報道部からインタビューや写真撮影をしていただいた。 
また、学外へ情報発信することを目的として、足立経済新聞の取材
（未掲載）を受けた。2017年7月27日9時～10時半に本学周辺の
調査地（千住キャンパス）にて 4 年 1 名と院生 1 名が取材に対応し
た。大学周辺の野良猫調査の見学およびインタビューと写真撮影を行
った。 
そして、同様の目的と動物福祉や動物愛護の現状を知るために、一
般財団法人クリステル・ヴィ・アンサンブルの主催の ANIMAL 
WELFARE SUMMIT2017 ～動物と人の笑顔のために～で、ボラ
ンティアの運営補助をした。2017年8月27日10～17時、28日10
～16時に東京大学（弥生キャンパス）にて1、2年生5名と院生1名
が参加した。 
さらに同イベント内の「みんなのアニマル・ウェルフェア～動物と
人が幸せに暮らすための自由研究～」で活動紹介をした。野良猫調査
隊の活動の狙いや活動紹介・内容のポスターをプロジェクトメンバー
年 月 
日 
大学周辺 N地域 
2017 
4 （11）、（17）、22、24、28 3、6、12 
5 18、25、29 2、11、18 
6 22、24、28 9、13、15 
7 17、27、31 17、19、31 
8 14、18、31 22、25、30 
9 6、15、22 6、15、26 
10 11、18、23 20、23、30 
11 10、13、22 13、27、30 
12 8、11、13 8、18、25 
2018 1 5、12 11、15、19、27 
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足立区における飼い主のいない猫を減らすための地域連携活動と 
情報発信の実践 
三井香奈（理工学研究科 先端科学技術専攻） 
畠山豊・中山瑞紀・篠原樹里・加隈良枝・大辻一也（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
キーワード：野良猫、地域猫、足立区、情報発信 
1.はじめに 
平成 28 年度の環境省の調査によると、全国の自治体における猫の
引取り数の 85％（約 6 万 2 千頭）が所有者不明の野良猫となってい
る。飼い主のいない野良猫の対策として、1997年に横浜市磯子区で地
域住民が野良猫問題を地域の問題として管理していこうという動き
から始まった「地域猫活動」が一部の自治体でも行われている。しか
し、環境省のアンケート調査では、地域猫活動の住民の理解や認知度
は低く、啓発活動が課題となっている。 
本学千住キャンパスがある足立区内でも、15年以上前から飼い主の
いない猫をなくすために保健所やボランティア、獣医師会の三者で議
論されている。区内では「地域猫活動支援モデル事業」や「猫の不妊
去勢手術費助成制度」を実施してきたが、地域猫活動の住民の理解や
認知度は未だに低く、モデル事業を行っているのは265町丁のうち2
地区のみとなっている。 
そこで、私たちが野良猫の実態について学びながら専門的な知識や
技術を活用し、地域の実際の問題に取り組むことができないかと考え、
昨年に引き続き野良猫調査と地域猫活動啓発のための情報発信を行
った。 
 
2.活動のねらい 
1）足立区内の野良猫の数や生態を把握すること。 
2）地域の飼い主のいない猫を減らすための活動を行うこと。 
3）学外のコミュニティとの交流を通じて、動物福祉や動物愛護の現 
状を知り、情報発信すること。 
 
3.団体構成 
野良猫調査隊は、動物福祉サークル「アニマルライフ」に所属して
いるメンバーの中で構成され、千住キャンパスのアニマルサイエンス
専攻・学科の大学院生2名と学生25 名が所属している。運営は去年
と同様に、3部署（運営・調査・総務）に分かれて行った。 
 
4.活動報告 
今年度の主な活動としては、活動のねらいである１）と２）の区内
2 か所の野良猫調査を引き続き行い、３）の学外コミュニティとの交
流を去年よりも強化した。以下に詳細を記す。 
 
1)野良猫調査 
昨年と同様、調査実施に先立ち調査方法の勉強会を開き、月1回／
年 10 回の定例会議を行って運営方針の決定を行った。調査方法は、
三井ら（2017）と同様であった。同年の7月から、午後16時～18時
で1日に1回行った。 
調査日程は表１の通りであった。大学周辺は31日間、N地域も31
日間調査し、昨年よりも多く実施できた。表-１の括弧内は午前か午後
のみ調査した日程を示した。悪天候で調査できなかった場合や調査技
術を磨くための練習のために予備日を設けた。 
 
表1.調査日 
 
2)その他の活動 
学内へ情報発信することを目的として、西東京キャンパスの猫の目
報道部の学内情報誌「ネコノメVol.22」の取材を受けた。2017年6月
3日16時～17時に、3年2名と院生1名が千住キャンパスで猫の目
報道部からインタビューや写真撮影をしていただいた。 
また、学外へ情報発信することを目的として、足立経済新聞の取材
（未掲載）を受けた。2017年7月27日9時～10時半に本学周辺の
調査地（千住キャンパス）にて 4 年 1 名と院生 1 名が取材に対応し
た。大学周辺の野良猫調査の見学およびインタビューと写真撮影を行
った。 
そして、同様の目的と動物福祉や動物愛護の現状を知るために、一
般財団法人クリステル・ヴィ・アンサンブルの主催の ANIMAL 
WELFARE SUMMIT2017 ～動物と人の笑顔のために～で、ボラ
ンティアの運営補助をした。2017年8月27日10～17時、28日10
～16時に東京大学（弥生キャンパス）にて1、2年生5名と院生1名
が参加した。 
さらに同イベント内の「みんなのアニマル・ウェルフェア～動物と
人が幸せに暮らすための自由研究～」で活動紹介をした。野良猫調査
隊の活動の狙いや活動紹介・内容のポスターをプロジェクトメンバー
年 月 
日 
大学周辺 N地域 
2017 
4 （11）、（17）、22、24、28 3、6、12 
5 18、25、29 2、11、18 
6 22、24、28 9、13、15 
7 17、27、31 17、19、31 
8 14、18、31 22、25、30 
9 6、15、22 6、15、26 
10 11、18、23 20、23、30 
11 10、13、22 13、27、30 
12 8、11、13 8、18、25 
2018 1 5、12 11、15、19、27 
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（3年生3名と2年生の3名、院生1名）で協力し作成した。 
 
 
図1.イベントの様子             図2.ポスター展示 
 
5.結果と考察  
1)野良猫調査 
大学周辺で見つかった成猫は合計116頭、子猫は27頭であったの
に対し、N地域の成猫は102頭、子猫は0頭であった。成猫と子猫の
割合をみてみると、大学周辺の成猫は 77％、子猫は 23％に対し、N
地域の成猫は 100％、子猫は 0％となった。これにより去年に引き続
き、去勢避妊手術の割合の高い N 地域が大学周辺よりも一時期にみ
られる猫の個体数が少ないことが分かり、特に子猫の数に違いが見ら
れた。以上の結果の一部は博士研究の一部に活用された。 
 
2)その他の活動 
 学内と学外の取材協力では、私たちのサークル活動をいかに正しく
相手に伝えるかを学んだ。同時に、西東京キャンパスの野良猫に関す
る情報や足立区内で地域猫活動を広める手段について、インタビュー
を通じて情報交換ができた。取材で野良猫調査隊のルートを中心に歩
き、途中に地域住民の方に声をかけられ、野良猫被害の状況を聞けた
ことも貴重であった。普段の調査では、地域住民に話しかけられても
余り時間がとれないため、今後も調査以外に歩くことも野良猫の情報
収集には必要だと考えられた。また、ルート外の野良猫の情報を知る
ことも野良猫調査には必要であろう。 
ANIMAL WELFARE SUMMIT2017への参加により、実際の
イベントの実施方法を経験したほか、動物福祉・愛護の普及啓発や資
金収集の方法について学んだ。二千名以上の来場者があり、「アニマ
ル・ウェルフェアを日本に広めるための有意義な2日間となった。 
「みんなのアニマル・ウェルフェア～動物と人が幸せに暮らすため
の自由研究～」は、イベントの2日間ポスターを展示し、約30 作品
が展示されていたなかで、来場者の投票により、学生部門賞を他１団
体と共に受賞した。2 日目の最後に、表彰式で院生が賞状と贈呈品を
授与された。他の団体や個人活動の自由研究で、様々な視点（芸術・
商品開発など）からアニマル・ウェルフェアをよくする工夫を知るこ
とができ、今後の活動の参考になった。 
 
 
 
 
 
 
図3.表彰式 
 
6.まとめ  
野良猫調査の結果の一部を、情報発信して地域や地域外へ還元する
ことにより、サークル内での学生の調査に対する意欲が高まった。イ
ベントで学生部門賞もいただいたことも、今後の活動の励みとなった。 
来期から、イベント参加や野良猫マップ作成により、学生及び一般
への動物愛護や動物福祉の普及啓発へより力を入れていく予定であ
る。動物福祉サークルのアニマルライフとさらなる活動協力をし、新
体制になることも検討中である。さらに野良猫調査の実施地域を増や
すことで、地元のボランティアや地域住民と協力し、地域猫活動を広
げていく一助になれば、我々の目的である地域の飼い主のいない猫を
減らすことに繋げられる。今後も、足立区の野良猫の現状を把握し情
報発信することにより、人と猫が共生できるような地域へ貢献してい
きたい。 
 
7.謝辞  
顧問の大辻先生、加隈先生、あだち動物共生ネットワーク様、クリ
ステル・ヴィ・アンサンブル様の協力により今年度はたくさんの調査
や活動を行うことができた。活動を支援してくださった地域連携推進
センターの皆様に心より御礼を申し上げる。 
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上野原自然探検隊部 2017年度の活動報告 
笹竹渓太（生命環境学部 自然環境学科） 
キーワード：自然体験、上野原市 
1.はじめに 
 私たち上野原自然探検隊は上野原市の小学生を対象として、9 月と
12月を除いた年間 10回の活動を実施している。主な活動内容として
上野原市内の山野と渓流をフィールドとした自然体験である。これか
らの社会を担っていく子どもたちが、環境に対して意識の高い大人に
成長できる一つのきっかけづくりとするのがねらいである。 
帝京科学大学の学生は、活動のサポーターとして参加し、自然体験
プログラムを企画・運営している。企画を立てるに際しては、企画会
議を週 2,3 回の頻度で開催する他、入念にフィールドを実地調査し、
自然体験の万全を期している。 
  
2.活動目的 
子どもたちが楽しく継続的に自然体験できる場を提供することで、
以下のことを目的とした。 
1) 次世代を担う子どもたちの環境に対する意識を高める。 
2) 自然に対する感性を培い、豊かな心を育てる。 
3) 季節を感じ、上野原市のフィールドで友達と楽しむことや自然の
大切さを実感する 
 
3.活動内容 
1) 班構成 
班構成は4年生1人・5年生1・6年生1人。サポータ 2ー人を一班
とし、全体を四班の小班構成として、子供たちの活動しやすさと、他
学年との関わりに配慮した。 
 
日程 活動内容 
4月9日 
説明会・自己紹介・ネー ムプレイト作り・アイスブレイク・ 
根本山ハイキング 
6月10日 カエルとホタルの観察・夜の森探索 
7月8日 樹海探索・自然探索・富士山科学研究所見学 
8月17、18日 キャンプ・野外調理・川探索・ネイチャー ゲー ム・自由遊び 
  9月30日、 
10月1日 
冒険ハイク・高原散策・プラネタリウム・自由遊び 
１月１3日 水鳥の観察・林間での自然体験 
2月3日 ネイチャーゲー ム・アウトドアクッキング 
3月3日 1年間の振り返り、卒団式 
 今年度は雨天のため5月、6月の活動を行うことができなかった。 
 
＊アイスブレイク・ネイチャーゲーム・自然体験 
 4・8・10・1月、での活動は、アイスブレイク・ネイチャーゲーム・
自然体験を通してサポーターや他学年・他学校との関わり・子どもた
ちが環境に対する意識を高められるような展開を積極的に取り入れ
ようと考えた。例えば、ネイチャーゲームを行い班対抗のゲーム展開
を毎月実施し、他者との関わりや協力を取り入れた。 
また７月には富士山の溶岩樹形を観察し、自然に対する関心を引く
ことができた。また、10月には班ごと登山を行うため学年による体力
の差による歩くスピードや休憩のタイミングを高学年が低学年を配
慮できるようサポーターからの声掛けの方法も意識しながら行動し
た。１月には月尾根キャンプ場で林間でのレクリエーション、自然体
験、自由遊びを行った。 
 
＊キャンプ 
8・2月での活動は、8月に一泊二日のキャンプを行いゆずり原少年
自然の家で川遊びや野外炊事を中心に実施した。2 月にはディキャン
プを行い同様のフィールドでネイチャーゲームや野外炊事を行った。
8 月では火付けや飯盒炊飯を行い飯盒でのお米の炊き方を体験させ、
キャンプスキルを修得させた。魚さばきでは、実際に生きている魚を
さばいてもらいさばき方を身につけさせた。さらに普段生活する上で
食べるために自分たちの手で命を奪うことはない。我々も含め、そん
な子どもたちが食べるために魚さばきを行った。子どもたちは生きて
いる魚を見て驚いていたが、一人一人が真剣に命について考えながら
取り組むことができた。川遊びではザイルを使用して水に流されるこ
とや、飛び込みを行った。自由遊びを中心に子どもたちが主体となり
遊びを考え、実践していた。川遊びでは、具体的な企画は行わなかっ
たが子どもたちが自由遊びや観察を行う事で自然への興味・関心をよ
り深めることができたと実感した。 
2 月は雪がたくさん積もったため用意していたレクリエーションを
止めて、雪遊びをメインに行った。子どもたちには特に縛りを与えず
に自由に雪遊びをしてもらった。子どもたちも自然と鎌倉作りや持参
していたそりでそり遊びをしていた。子どもたちのいるところにサポ
ーターは散らばり安全に活動を行うことができた。 
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上野原自然探検隊部 2017年度の活動報告 
笹竹渓太（生命環境学部 自然環境学科） 
キーワード：自然体験、上野原市 
1.はじめに 
 私たち上野原自然探検隊は上野原市の小学生を対象として、9 月と
12月を除いた年間 10回の活動を実施している。主な活動内容として
上野原市内の山野と渓流をフィールドとした自然体験である。これか
らの社会を担っていく子どもたちが、環境に対して意識の高い大人に
成長できる一つのきっかけづくりとするのがねらいである。 
帝京科学大学の学生は、活動のサポーターとして参加し、自然体験
プログラムを企画・運営している。企画を立てるに際しては、企画会
議を週 2,3 回の頻度で開催する他、入念にフィールドを実地調査し、
自然体験の万全を期している。 
  
2.活動目的 
子どもたちが楽しく継続的に自然体験できる場を提供することで、
以下のことを目的とした。 
1) 次世代を担う子どもたちの環境に対する意識を高める。 
2) 自然に対する感性を培い、豊かな心を育てる。 
3) 季節を感じ、上野原市のフィールドで友達と楽しむことや自然の
大切さを実感する 
 
3.活動内容 
1) 班構成 
班構成は4年生1人・5年生1・6年生1人。サポータ 2ー人を一班
とし、全体を四班の小班構成として、子供たちの活動しやすさと、他
学年との関わりに配慮した。 
 
日程 活動内容 
4月9日 
説明会・自己紹介・ネー ムプレイト作り・アイスブレイク・ 
根本山ハイキング 
6月10日 カエルとホタルの観察・夜の森探索 
7月8日 樹海探索・自然探索・富士山科学研究所見学 
8月17、18日 キャンプ・野外調理・川探索・ネイチャー ゲー ム・自由遊び 
  9月30日、 
10月1日 
冒険ハイク・高原散策・プラネタリウム・自由遊び 
１月１3日 水鳥の観察・林間での自然体験 
2月3日 ネイチャーゲー ム・アウトドアクッキング 
3月3日 1年間の振り返り、卒団式 
 今年度は雨天のため5月、6月の活動を行うことができなかった。 
 
＊アイスブレイク・ネイチャーゲーム・自然体験 
 4・8・10・1月、での活動は、アイスブレイク・ネイチャーゲーム・
自然体験を通してサポーターや他学年・他学校との関わり・子どもた
ちが環境に対する意識を高められるような展開を積極的に取り入れ
ようと考えた。例えば、ネイチャーゲームを行い班対抗のゲーム展開
を毎月実施し、他者との関わりや協力を取り入れた。 
また７月には富士山の溶岩樹形を観察し、自然に対する関心を引く
ことができた。また、10月には班ごと登山を行うため学年による体力
の差による歩くスピードや休憩のタイミングを高学年が低学年を配
慮できるようサポーターからの声掛けの方法も意識しながら行動し
た。１月には月尾根キャンプ場で林間でのレクリエーション、自然体
験、自由遊びを行った。 
 
＊キャンプ 
8・2月での活動は、8月に一泊二日のキャンプを行いゆずり原少年
自然の家で川遊びや野外炊事を中心に実施した。2 月にはディキャン
プを行い同様のフィールドでネイチャーゲームや野外炊事を行った。
8 月では火付けや飯盒炊飯を行い飯盒でのお米の炊き方を体験させ、
キャンプスキルを修得させた。魚さばきでは、実際に生きている魚を
さばいてもらいさばき方を身につけさせた。さらに普段生活する上で
食べるために自分たちの手で命を奪うことはない。我々も含め、そん
な子どもたちが食べるために魚さばきを行った。子どもたちは生きて
いる魚を見て驚いていたが、一人一人が真剣に命について考えながら
取り組むことができた。川遊びではザイルを使用して水に流されるこ
とや、飛び込みを行った。自由遊びを中心に子どもたちが主体となり
遊びを考え、実践していた。川遊びでは、具体的な企画は行わなかっ
たが子どもたちが自由遊びや観察を行う事で自然への興味・関心をよ
り深めることができたと実感した。 
2 月は雪がたくさん積もったため用意していたレクリエーションを
止めて、雪遊びをメインに行った。子どもたちには特に縛りを与えず
に自由に雪遊びをしてもらった。子どもたちも自然と鎌倉作りや持参
していたそりでそり遊びをしていた。子どもたちのいるところにサポ
ーターは散らばり安全に活動を行うことができた。 
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8月 班ごとの火おこしの様子 
 
2月 ゆずりはら少年自然の家での雪遊びの様子 
 
＊観察活動 
 6・1月で観察活動を実施した。6月では室内でカエル（4種）とホ
タル（2種）の勉強会を行い、勉強会後に仲山川での観察会を行った。
1月では大野貯水池の水鳥（10種）の観察・クイズを行った。各フィ
ールドで観察できる動物を図鑑にまとめ、子どもたちに配布した。図
鑑の内容としては学名・体長・食性・住処・雄雌の違いを記載した。
6 月の活動では、パワーポイントでカエル・ホタルの基礎的な知識を
まとめ、子どもたちと室内で勉強会を行った。1 月では野外での活動
だったが例年通りの図鑑を用いての観察だけでなく、水鳥の特徴的な
行動が書かれたビンゴカードを作り、子どもたちに配布し、特徴を見
つけたら埋めるビンゴを行った。例年は大学生の口頭での水鳥の特徴
の説明を行っていたが、ビンゴカードを用いたことによって、子ども
自身に動物の行動をよく観察してもらえた。また、双眼鏡の使い方を
説明し観察に役立てた。 
どちらの活動も勉強会で学んだことや観察中に気づいたことがあ
れば、フィールドノートにメモを取る様子が見られた。さらに、昨年
度も活動に参加していた子は、昨年メモをしたノートや図鑑をもって
観察を行っていた。これは、子どもたち自身が動物に興味を持ち、勉
強したことを今後の活動に生かしているということがわかる。この事
を通して今後、我々もより環境や動物について考え・勉強していかな
ければならないと感じた。 
6月 カエルとホタルの観察会の勉強会の様子 
 
1月 水鳥についてのビンゴを埋める様子 
 
4.まとめ 
 今年度は5月、11月の活動が雨天のため中止になり、合計8回の活
動を行う事ができた。子どもたちの入団者数も 21 人と最大人数で活
動を行う事ができ、帝京科学大学の学生 12人（男子：6人、女子：6
人）で子ども一人一人の様子を見ることができた。上記の活動報告の
ように登山やキャンプ・観察活動を通して同じ学校以外の子とも関わ
り、自然についての意識を高めることができた。3 月の活動ではパワ
ーポイントで作った映像での一年間の振り返りを行った。さらに、活
動をまとめた文集も制作し子どもたちに配布した。文集には子どもた
ちが書いた作文が含まれており、楽しかった事や感じたことの感想が
書かれていた。この文集により、子どもたちが求めている体験や活動
の在り方を改めて確認することができる。子どもたちから生の感想が
聞けるこの文集はとても意味のあるものとなっており、来年度の活動
にも以下ことのできる大切なものである。 
 
5.自己評価・反省 
今年度の活動は学生 12 人と子どもたちの安全管理十分な人数で企
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画・運営を円滑に進めるためことができた。しかし、来年度も同じ人
数の学生が集まるかは定かではない。毎年行っている企画を当たり前
と思わずに、学生の人数を考え安全第一で企画・運営を今後も行って
いきたい。さらに上野原・山梨県には素晴らしいフィールドがたくさ
ん存在している。毎年参加してくれている子どもたちもいるため、企
画場所も毎年同じでなく7月、10月などでは変えていけるところは変
えていくようにしていきたい。新しい今後も上野原・山梨県のフィー
ルドで子どもたちと自然観察を行っていきたいと考えている。 
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画・運営を円滑に進めるためことができた。しかし、来年度も同じ人
数の学生が集まるかは定かではない。毎年行っている企画を当たり前
と思わずに、学生の人数を考え安全第一で企画・運営を今後も行って
いきたい。さらに上野原・山梨県には素晴らしいフィールドがたくさ
ん存在している。毎年参加してくれている子どもたちもいるため、企
画場所も毎年同じでなく7月、10月などでは変えていけるところは変
えていくようにしていきたい。新しい今後も上野原・山梨県のフィー
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ねこの目報道部の２０１７年度の地域連携活動について 
中村さえ（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 加賀谷玲夢（総合教育センター） 
キーワード：フリーマガジン、ＷＥＢサイト、上野原市、情報発信、動物、デザイン、地域情報 
1.はじめに 
2017年度の「ねこの目報道部」の活動は、①アニマル系課外活動団
体説明会の企画・運営、②先輩による新入生向けの講演会「僕らの体
験記」の企画・運営、③フリーマガジン「ネコノメ」Vol.22制作・配
布、④フリーマガジン「ネコノメ」Vol.23制作・配布、⑤フリーマガ
ジン「ネコノメ」Vol.24制作・配布、⑥「広報うえのはら」記事作成
などが挙げられる。 
① アニマル系課外活動団体説明会は、毎年4月に新入生向けに開催
されるイベントである。いわゆるアニマル系の活動との出会いの
場として用意されている。これらの団体の活動は地域に根差した
ものも多く、新入生にとっては地域との関わりの第一歩ともなる。
（図1） 
② 僕らの体験記も、新入生向けに開催されるイベントである。熱心
な先輩たちのこれまでの体験や活動を紹介し、これからの大学生
活への参考としてもらう講演会で、5～6月頃に開催している。 
①,②はいずれもアニマルサイエンス学科の基礎ゼミに組み込まれて
いる。 
図1.活動団体説明会（2018年4月） 
 
本報告では主に、より地域連携活動に関連の深い③、④、⑤、⑥に
ついて、以下に詳しい内容を記載する。 
 
③ フリーマガジン「ネコノメ」Vol.22制作・配布（図2、図3） 
製作期間：2017年1月～7月 
発行：2017年7月28日 
目的：学内の情報発信 
活動内容：企画、取材・記事作成、学内・周辺地域での配布 
発行部数：1000部 
予算：地域連携推進費 
図2.「ネコノメVol.22」表紙（右）、目次（左） 
 
地域連携特集「猿橋を訪ねて」 
図3.「猿橋を訪ねて」の特集ページ 
日本三大奇橋として有名な大月市の猿橋を取材した。 
 
その他の記事一覧 
・特集 登ろう！高尾山 
・NEKONOME×NEWS 
・CAT COLLECTION 2017 
・上野原の鳥たち ～とりとりクエスト～ 
・～上野原キャンパス～ 先生方のお勧めの一冊！ 
・〇研 Shimada Lab. 
・日本の郷土料理 ～青森編～ 
・編集後記 
 
主な配布場所（カッコ内は部数） 
上野原キャンパス（100）、千住キャンパス（50）、上野原市役所（100）、
秋山温泉（100）、上野原動物病院（20）、びりゅう館（20）、桂川ウェ
ルネスパーク(75)、中華スバル(20) 
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ねこの目報道部の２０１７年度の地域連携活動について 
中村さえ（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 加賀谷玲夢（総合教育センター） 
キーワード：フリーマガジン、ＷＥＢサイト、上野原市、情報発信、動物、デザイン、地域情報 
1.はじめに 
2017年度の「ねこの目報道部」の活動は、①アニマル系課外活動団
体説明会の企画・運営、②先輩による新入生向けの講演会「僕らの体
験記」の企画・運営、③フリーマガジン「ネコノメ」Vol.22制作・配
布、④フリーマガジン「ネコノメ」Vol.23制作・配布、⑤フリーマガ
ジン「ネコノメ」Vol.24制作・配布、⑥「広報うえのはら」記事作成
などが挙げられる。 
① アニマル系課外活動団体説明会は、毎年4月に新入生向けに開催
されるイベントである。いわゆるアニマル系の活動との出会いの
場として用意されている。これらの団体の活動は地域に根差した
ものも多く、新入生にとっては地域との関わりの第一歩ともなる。
（図1） 
② 僕らの体験記も、新入生向けに開催されるイベントである。熱心
な先輩たちのこれまでの体験や活動を紹介し、これからの大学生
活への参考としてもらう講演会で、5～6月頃に開催している。 
①,②はいずれもアニマルサイエンス学科の基礎ゼミに組み込まれて
いる。 
図1.活動団体説明会（2018年4月） 
 
本報告では主に、より地域連携活動に関連の深い③、④、⑤、⑥に
ついて、以下に詳しい内容を記載する。 
 
③ フリーマガジン「ネコノメ」Vol.22制作・配布（図2、図3） 
製作期間：2017年1月～7月 
発行：2017年7月28日 
目的：学内の情報発信 
活動内容：企画、取材・記事作成、学内・周辺地域での配布 
発行部数：1000部 
予算：地域連携推進費 
図2.「ネコノメVol.22」表紙（右）、目次（左） 
 
地域連携特集「猿橋を訪ねて」 
図3.「猿橋を訪ねて」の特集ページ 
日本三大奇橋として有名な大月市の猿橋を取材した。 
 
その他の記事一覧 
・特集 登ろう！高尾山 
・NEKONOME×NEWS 
・CAT COLLECTION 2017 
・上野原の鳥たち ～とりとりクエスト～ 
・～上野原キャンパス～ 先生方のお勧めの一冊！ 
・〇研 Shimada Lab. 
・日本の郷土料理 ～青森編～ 
・編集後記 
 
主な配布場所（カッコ内は部数） 
上野原キャンパス（100）、千住キャンパス（50）、上野原市役所（100）、
秋山温泉（100）、上野原動物病院（20）、びりゅう館（20）、桂川ウェ
ルネスパーク(75)、中華スバル(20) 
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エピソード 
特集である高尾山に取材をした時、四季それぞれの植物や、高尾山
で見られる動物を教えていただき、その後何度か高尾山を訪れること
があったが、違う目線でより楽しめるようになった。 
 
自己評価・反省点 
フリーマガジン「ネコノメ」Vol.21の制作期間が延びてしまったた
め、着手が遅くなってしまい、年度を超えての発行になってしまった。 
どの施設の方々も快く取材を受けてくださったおかげで、学内や山梨
県内の施設にとどまらず、県外の施設へも取材をさせてもらうことが
できた。 
 
④ フリーマガジン「ネコノメ」Vol.23制作・配布（図4、図5） 
製作期間：2017年5月～11月 
発行：2017年12月4日 
目的：学内の情報発信 
活動内容：企画、取材・記事作成、学内・周辺地域での配布 
発行部数：1000部 
予算：地域連携推進 
 
図4.「ネコノメVol.23」表紙（右）、目次（左） 
 
地域連携特集「桂川フェスティバル」 
図5.「桂川フェスティバル」の特集ページ 
主催者や上野原観光協会の方などからお話を聞くことができた。 
 
 
その他の記事一覧 
・特集 千住と上野原の部活動紹介 
・News Neko 
・ペット紹介 
・フレッシャーズキャンプ特集 
・注目!!秋の恐怖体験 
・肉菜工房うしすけ 
・日本の郷土料理 ～鹿児島編～ 
・〇研 Kondo Lab. 
・編集後記 
 
主な配布場所（カッコ内は部数） 
上野原キャンパス（100）、千住キャンパス（50）、上野原市役所（100）、
秋山温泉（100）、上野原動物病院（20）、びりゅう館（20）、桂川ウェ
ルネスパーク(75)、中華スバル(20) 
 
エピソード 
この号で新入生は上級生と一緒に初めて記事を作った。慣れない作
業ながらもそれぞれの担当となった記事を上級生と相談しながら、一
生懸命に作っていた。 
 
自己評価・反省点 
学内での取材が多かったため、様々な学生や先生と関わることがで
きた。一方で、新入部員が多かったこともあり、デザインや文章構成
に少し物足りなさがあった。 
 
⑤ フリーマガジン「ネコノメ」Vol.24制作・配布（図6、図7） 
製作期間：2017年12月～2018年1月 
発行：2018年2月5日 
目的：学内の情報発信 
活動内容：企画、取材・記事作成、学内・周辺地域での配布 
発行部数：1000部 
予算：地域連携推進 
図6.「ネコノメVol.23」表紙（右）、目次（左） 
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地域連携特集「秋山ふしぎ発見!」 
図7.「秋山ふしぎ発見!」の特集ページ 
秋山にある秋山温泉を取材した。 
 
その他の記事 
・ホンドギツネって知ってる？ 散歩道に潜む野生 
・ゆずもぎに行こう!! 
・NEKONOME×NEWS 
・障がい者乗馬会 
・日本の郷土料理 ～秋田編～ 
・手作り! ペットごはん。 
・NekoTube 
・〇研 Kadota Lab. 
・編集後記 
 
主な配布場所（カッコ内は部数） 
上野原キャンパス（100）、千住キャンパス（50）、上野原市役所（100）、
秋山温泉（100）、上野原動物病院（20）、びりゅう館（20）、桂川ウェ
ルネスパーク(75)、中華スバル(20) 
 
エピソード 
秋山温泉に取材に行った際、とても気さくに話してくださったため、
用意していた質問よりも多くの情報を得ることができた。 
 
自己評価・反省点 
特集を考えていた施設との連絡が間に合わず、特集を組むことがで
きなかった。だが、特集がなかった分いつもより多くの記事を作るこ
とができた。 
 
⑥ 「広報うえのはら」版ネコノメ作成（図8、図9、図10） 
掲載号：平成29年4・6・8・10・12月号 
    平成30年2月号 
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くことができ、それを記事とすることができた。 
多くの記事が学内の団体が行っている活動を紹介するものになって
しまっていたので、これからは地域の方にも踏み出していきたいと思
っている。 
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図10.平成29年12月号（左） 平成30年2月号（右） 
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上野原市内だけでなく、より広い地域にねこの目報道部の存在や帝京
科学大学の活動を認知していただくことができたと思っている。 
学内外の様々な人たちに、学内の魅力的な活動やそこで活躍する人々
について知ってもらいたい。今後もフリーマガジン「ネコノメ」や「広
報うえのはら」はもちろん、しばらく更新が止まっていたねこの目報
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謝辞 
 上野原市及び上野原市企画課の方々、また上野原市民の方々には、
貴重な広報誌のページを頂きましたこと、ねこの目報道部の活動に対
して多大なるご支援、ご指導を賜りましたこと、深く御礼申し上げま
す。 
 また、今年度快く取材にご協力くださいました多くの方々に感謝し
ております。 
 フリーマガジン 1000 部の印刷代金は高額であり、学生団体である
「ねこの目報道部」の部費のみで負担することは困難です。2017年度
に印刷代のご支援をして頂いた帝京科学大学地域連携推進センター
には、心より感謝申し上げます。 
ありがとうございました。 
 
リンク 
上野原市WEBサイト「平成29年度 広報うえのはら」 
https://www.city.uenohara.yamanashi.jp/gyosei/docs/2124.html 
図11.桂川フェスティバルの取材中 
 
図12.開封の儀 
完成したフリーマガジン「ネコノメ」は、大学に隣接する工業団地内
の印刷会社まで自分たちで受け取りに行き、みんなで開封する。 
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上野原市内における動物介在活動の実践 
～うさぎの介在を中心に第 11、12、13、14回を振り返って～ 
池谷尚斗・岡﨑拓実・注連育美・平元良河・平田達稔・渡辺美乃里 
(生命環境学部 アニマルサイエンス学科) 
キーワード：ウサギ、動物介在、高齢者、認知症、上野原市 
1.はじめに 
2014年から上野原市内の高齢者を対象に動物とのふれあいを企画・
実施する部として動物介在活動部が発足しました。2016年まで外部ボ
ランティアの協力を得て、ふれあいに参加頂ける動物の依頼を行って
きましたが、ボランティアとのスケジュール調整が難しいこともあり、
2016年にうさぎ(1羽)を介在動物として迎え入れることとなりました。
そこで、今年度はうさぎの飼育、トレーニング、ふれあいの実施に力
を入れて活動しました。 
 
2.活動場所 
「地域密着型特別養護老人ホーム 桜の里」では現在29名の高齢者
が暮らしており、多くの方が認知症と診断されています。施設内は10
名ほどからなる3つのユニットと、入居者さんごとの個室が設けられ
ており、入居者さんはおもいおもいに生活されています。 
 
3.活動形態 
大まかに分けて二種類の活動があります。メインになるのは二か月
に一度、動物を連れてのふれあいを目的とした動物介在活動です。活
動の日程調整からどの動物に参加してもらうのかなど部員で会議を
開きすべて学生が企画、実施しています。動物に関しては外部団体に
依頼し犬を同伴してもらうことや、自分たちが飼育しているうさぎを
連れていくなどしています。会議を重ねることで反省点を次回に活か
すよう心掛け工夫しています。工夫の一つとして活動に参加していた
だく入居者の方にはマーク付きの名札を付けていただいています。マ
ークには手が不自由であることやイヌが苦手などの意味があります。
これにより普段の生活を知らない外部団体員も、どの入居者の方は動
物が苦手なのかといった情報が一目でわかり、個々の入居者の方への
対応が可能になっています。もう一つの活動は約一週間に1度、学生
だけで施設を訪問するというものです。学生だけで訪問する理由には
学生の存在を施設の方に知っていただく為や直接会話することで部
員自身が入居者の方について理解することなどを目的としています。 
 
4.今年度の活動報告 
桜の里での動物介在活動は5月、7月、11月、12月の計4回を企画
し実行しました。 
〇5月21日(日) 参加者：入居者10名、学生21名 
動物や入居者さんの体力などを考え、30分一セットとして前半と後
半で入居者さんをグループ分けしたところ、昨年度よりスムーズに活
動を進行できました。ドッグダンスでは、多くの参加者の方が笑顔を
うかべていました。ダンスの後は、犬に触れたり、ウサギを見たり、
学生と話したりなど思い思いに楽しんでいました。 
〇7月29日(土) 参加者：入居者12名、学生20名 
花火や夏祭り風の装飾、盆踊りの曲を流すなど夏をテーマにした企
画を実施しました。中でも、学生が画用紙と磁石で作成した金魚釣り
ブースは、釣り上げる動作を楽しむ参加者が多くとても好評でした。
この日は、部で飼育しているウサギの「ごま」が初めて活動に参加し
ました。初参加であったため介在内容としてはごまの様子を見ていた
だくだけにとどめました。 
○科大祭 10月7日(土)、8日(日) 
今年は、展示と物販を行いました。展示では、自分たちの活動内容
や動物介在活動とは何か、部で飼育している介在動物であるウサギの
ごまの説明などをパネルにして展示しました。ほかにも、大学祭へご
まを同伴し一般のお客様にもふれあいを体験してもらいました。そし
て物販では、ごまをモチーフにしたフェルトストラップとごまの写真
やイラストのシールを販売しました。ごまの同伴があったおかげかお
客さんの目に留まりやすく、また動物介在活動の認知にも貢献できた
と思います。 
○11月12日(日) 参加者：入居者10名、学生21名 
テーマは秋で蚕と犬、うさぎとのふれあいを行いました。今回はじ
めてドッグトレーナー研究部の学生が飼っている犬に協力を依頼し
ました。小型犬であったため膝の上に乗せるなどが可能で、参加者に
好評でした。また、上野原市では養蚕業が盛んであったこともありそ
の時の思い出を話してくださいました。 
○12月17日(日) 参加者：入居者14名、学生20名 
冬やお正月をテーマに雪だるまなどを折り紙で作成し装飾しまし
た。犬2頭とうさぎのふれあいを行いました。書道ブースを設け、入
居者の方に体験していただきました。真剣な表情で取り組んでいらっ
しゃいました。 
 
5.施設への訪問活動 
今年度は5月から12月の間で計26回実施しました。1月から3月
の期間は感染症予防のため活動は控えました。また、昨年度までは訪
問先への移動を学生の車に頼っていたため、日程調整がうまくいかず
訪問活動の頻度が不安定であるという課題を抱えていましたが、今年
度から訪問先である桜の里と本大学が協定を締結し、施設の方に送迎
をしていただけることになりました。その結果、移動手段による訪問
活動中止を防ぐことができました。訪問活動では一度に学生4,5名程
度で施設を訪れ、自由に学生が各ユニットを回り１時間程度入居者の
方とお話しをする時間を設けています。認知症の方も多いため学生は
毎回自己紹介を行ってからお話をしています。話す内容は自由ですが
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その方の思い出話や季節の事柄についてなどが基本です。高齢者の方
とお話しする上で耳や目が不自由である方には大きな声でゆっくり
話すようにすることや、筆談で会話するなどしています。入居者の方
から返答がないことも多々ある中でどのようにコミュニケーション
をとればいいのか頭を悩ませることもあります。しかし、記憶にはな
くとも帰るときには「また来てね。」と笑顔を向けていただけることや
一緒に歌ってみるといった工夫から名前を覚えてもらえたといった
ことが学生の励みになっています。そういった出来事に対しての学生
の感想や会話した内容は学生同士で共有できるようノートにまとめ
ています。その情報をもとに動物が苦手かどうか、話す時は左右どち
らに立てば聞こえやすいのかなどといった介在活動時の対応に活か
しています。また、施設の方からも世代を超えて若者と交流を持てる
のは新鮮であるといった声をいただくこともあり入居者以外の方か
らも私たちの活動が認知されることにつながっています。 
 
6．部の介在動物について 
活動の継続にあたり、昨年度から介在動物としてうさぎの飼育を始
め、普段の飼育環境見直しから介在活動に向けたハンドリングやトレ
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居者の方への刺激になり、実際、人とのコミュニケーション時には見
られないような生き生きとした表情を見せていただいています。しか
し、そのふれあい活動を行うまでの学生との交流にこそ意味があるの
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自然環境保全連携団体活動報告 ～イノバのすゝめ～ 
植竹優美香（自然環境保全連携団体） 
キーワード：環境教育、自然体験、環境整備、生物調査 
1.はじめに 
自然環境保全連携団体は、野生生物研究部・ビオトープ研究部なら
びに環境教育研究部風の子フ～スケの3つの組織が連携している。野
生生物研究部・ビオトープ研究部は調査研究を担当し、環境教育研究
部風の子フ～スケは環境教育活動を担当している。 
連携による活動としては、数年前から行っている八ツ沢地区にある
耕作放棄田（通称：イノバ）の整備を行っている。 
野生生物研究部は、身近な野生生物への生息地環境の一端を明らか
にすることを目的として、大学周辺の野生生物の生息数などの調査を
し、過去のデータと比較している。 
ビオトープ研究部は、調査で得た情報を外部へ発信することや、生
物の生息できる環境を知ることを目的として、ビオトープ池の管理を
し、学内のビオトープ池のカエルや水生生物の調査をしている。 
環境教育研究部風の子フ～スケは、自然に触れることで自然環境へ
の興味、関心をもってもらい、自然環境を大切に思う気持ちを育むこ
とを目的としている。上野原市内の小学生や親子を中心に、観察会、
ネイチャークラフトなどの環境教育活動を実施している。また、地域
の人々に身近な自然を見つめ直してもらえるように、調査研究で得た
成果を地域に発信している。 
 
2.活動報告 
1）調査研究 
①大野貯水池・桂川における鳥類層調査 
日時：月2回 
目的：両調査地を利用する水鳥（主にカモ類）の種数・個体数の経年
変動を調査 
活動内容：区画に分けられた調査地点に調査員を配置し、一定時間内
で定点観察・ラインセンサス法を用いて調査を行う。集められたデー
タは資料として蓄積している。集められた調査データは、NPO 法人
バードリサーチに発信している。 
図1.鳥類調査の様子 
 
 
②大学内ビオトープ池を利用するカエル類、水生生物の調査 
日時：カエル調査は週１回、水生生物調査は月2回 
目的：ビオトープ池を利用している生き物を調査することで、情報発
信やビオトープ池の整備に役立てる 
活動内容：その日の天気・気温・湿度、ビオトープ池の水温・地温・
水位、調査参加者を記録後、ヤマアカガエルやモリアオガエルなどの
カエルを目視で探して捕獲する。その後、捕獲した個体の個体識別番
号、体長、体重、胃の内容物を記録していく。また、ビオトープ池を
利用するカエルの産卵状況やヤゴやミズカマキリなどの水生昆虫の
種数、個体数を調査している。その結果から、ビオトープ池の利用状
況や環境などの考察し、池の環境整備の参考にしている。また、ビオ
トープ池付近に設置した看板での生き物紹介にも役立てている。環境
整備として、底の泥の掻き出しや外来種の駆除など行っている。 
図2.池整備の様子 
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2）環境教育活動 
①上野原小学校 春の観察会
日時：2017年5月30日、6月7日、13日 
目的：自然と触れ合う楽しさを知ってもらい、自分から身の周りの自
然に遊びに行くきっかけにしてもらう。
対象：上野原小学校1年生 
活動内容：生き物の観察のほかに、草遊びなどを取り入れたネイチャ
ーゲームを行った。
図3.裏山探検の様子 その１ 
図4.裏山探検の様子 その２ 
②北都留郡教育委員会 『明日の風』
日時：2017年7月30日 
目的：朝/朝の時間帯に活動する生き物をじっくりと観察することで、
朝ならではの楽しさや自然の不思議さを知ってもらい、身の周りの身
近な生き物に興味を持ってもらう。
昼/川にはたくさんの生き物がいることと川遊びの楽しさを知っても
らい、また川へ行くきっかけにする。
夜/夜によくみられる生き物、また夜にしか体験できないことを自然観
察を通して知ってもらい、もう一度夜の観察に行くきっかけにしても
らう 。
展示/朝・昼・夜それぞれの時間帯ごとに観察できる生き物が変化す
ることを知ってもらい、それぞれの時間帯に出現する危険な生き物の
紹介から、自然観察に行く上での生き物に対する注意を促す。
対象：上野原在住の親子（小学生から中学生とその親）
活動内容：朝・昼・夜の観察会と室内での展示を行った。野外では親
子が外に出るきっかけとなるように、安全面や手軽さを重視し虫捕り
やミッション形式の生き物探しなどの観察会を行った。
室内では大学周辺の自然環境を紹介し、観察スポットやコツなどを
参加者に伝えられるような展示を行った。
図5.朝の観察会の様子 
図6.昼の観察会の様子 
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図7.夜の観察会で仕掛けたトラップにやってきたカブトムシ 
 
③帝京科学大学学園祭 
日時：2017年10月7、8日 
対象：上野原市民をはじめとする来学者 
 
Ⅰビオトープ研究部 
目的：帝京科学大学ビオトープ池に生息する生き物、部の活動を知っ
てもらう。 
活動内容：大学ビオトープ池に生息するカエルや水生昆虫の生態展示
をし、詳しい生態や調査データをまとめた解説を行った。また池や池
周辺環境の模型を用いてビオトープが何かを理解してもらえるよう
説明を行った。 
図8.ビオトープ研究部 室内展示の様子） 
 
Ⅱ野生生物研究部 
目的：野生の生き物を知り、身近に感じてもらう。 
活動内容：標本展示とアクセサリー販売を行った。標本展示では動物
の頭骨や毛皮を展示し、実際に見て触ってもらうブースを作った。ま
た、動物の食痕なども見せながら説明をすることで野生生物について
理解し、興味・関心を持ってもらえるようにした。アクセサリー販売
では鳥の羽を使ったアクセサリーを作って販売し、少しでも動物を身
近に感じてもらえるようにした。 
図9.野生生物研究部 室内展示の様子 
 
Ⅲ環境教育研究部風の子フ～スケ 
目的：様々な班を通して、それぞれの生き物の魅力を知ってもらう。 
活動内容：生体展示や標本展示、クイズ形式の生き物紹介等を行った。
ヘビのふれあいやヤドカリを観察出来るブースもあった。それぞれの
班が工夫を凝らし生き物の魅力をより伝えられるようにした。 
 
図10.風の子フ～スケ 室内展示の様子 ヘビ班） 
 
④上野原小学校 裏山探検 
日時：2017年10月18、30日 
目的：・秋の生き物を通して、子供たちから春との違いを見つけても
らえるようになってもらう。 
・裏山にある自然の、感覚を使った楽しみ方を知ってもらう。 
対象：上野原小学校 1年生 
活動内容：上野原小学校の裏手にある山に地図を持って登った。自然
の中にある様々な触り心地・匂いのものを探してもらうという感覚を
使った内容で行い、ミッション形式で自ら積極的に探してもらうこと
で、プログラム後も印象に残るように工夫した。 
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図11.裏山探検の様子 その３ 落ち葉プール 
 
3）連携団体としての活動 
連携による活動としては、数年前から行っている八ツ沢地区にある
耕作放棄田の整備を行った。 
この活動は、人の手が加わらなくなり荒れてしまった田んぼを整備
することで環境のビオトープ化を目指し、田んぼのある環境での観察
会の実施を目標とするものである。 
田んぼと通路の草刈りや水路の整備、耕し作業を行って田んぼを管
理したが、今年度も獣害にあってしまい、お米を収穫することが出来
なかった。生き物が戻ってきたという証拠でもあり、中型哺乳類の足
跡などのフィールドサインが見られる回数も増えてきた。 
図12.イノバ整備中に出会ったアズマヒキガエル 
 
3.結果と考察、まとめ 
評価 
1）調査・研究  
・野生生物研究部内で調査データの発表を行い、 
  調査の良質化を考える場を作れた。 
・田んぼの生物を調査することで、今後予定する観察会に 
 情報を活用することが出来ると考えられる。 
  
 
2）環境教育活動 
・参加者に楽しんでもらえるよう展示物を工夫できた。 
・自分達で整備した田んぼを利用した観察会が出来た。 
・初めて参加する地域での企画に参加できた。 
 
反省 
1）調査・研究 
・調査の参加人数が少ない状況が続いたため、部員全体 
  での、調査目的の共有、意識の向上が必要。 
・もっと多くの人に知ってもらえるように、ビオトープ池 
  の看板の更新頻度を増やしていく。 
 
2）環境教育活動 
・部員数が不足していた為、観察会の安全管理が 
 不十分であった。 
・調査結果を反映した企画が少なかった。 
 
今後の展望 
 地域の人や観光客を対象にしたイノバでの自然観察会を行い、 
地域の大切な資源である田んぼの有効活用をしたいと考えている。 
また、今後は八ツ沢だけでなく、上野原市内の名の場所での環境整
備活動も視野に入れ、このような活動がより地域に根付いたものとな
るように、一層の努力をしていきたいと思っている。 
更に、今年度は例によって獣害の被害にあったり、作業に来る人、
積極的に参加してくれる人が少なかったりしたため、お米を収穫する
ことが叶わなかった。その上、農具の老朽化や故障のため思うように
作業を進めることが出来なかったので、来年度は買い替えたり、修理
をしたりしてもっと効率よく農作業が出来る様になればいいなと思
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イノバでの活動は生き物を身近に感じ、自然の偉大さを痛感するこ
との出来るとてもやりがいのある活動であると思っている。 
農作業をやってみたい方、野生動物に関わってみたい方、環境整備に
興味がある方、農業の知識のある方、等々より多くの人の助言、参加
をお待ちしております。 
Let’s イノバ！！ 
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1.活動団体の紹介 
まず、始めに私たち動物介在教育研究部の紹介をします。動物介在
教育は英語で表現するとAnimal Assisted Educationと称され単語の
それぞれの頭文字を取ってAAEとも呼ばれています。動物介在教育研
究部は動物を介在させることにより、子どもたちに「命の教育」を行
う動物介在教育活動の実施とその研究をしている団体です。(以後、動
物介在教育研究部をAAEと称させていただきます。) 
AAE では、世代間交流の中で学習機能を向上させ、子どもの情緒の
健全な発達を促す事を目的としています。 
また、AAEには3つの目標があります。（図１） 
動物を通して子ども達に、生きているということを伝える「命の教
育」、その活動で使う動物が人にとって安全なように、また動物にとっ
てのストレスの軽減にもなるよう「人に慣れた動物の育成」、世代が違
う学生と子どもとが交流を持ち、学生からの一方的アプローチではな
く、子どもの意思を大切にした「世代間交流」の3つが目標です。  
図1.AAEの目標 
 
2.AAEで飼育している動物たち 
ゴールデンハムスタ (ー11匹)     モルモット(24匹) 
ウサギ(2羽) 
スナネズミ(ジャービル・12匹)      ウズラ(2羽) 
フトアゴヒゲトカゲ         ギリシャリクガメ 
アオジタトカゲ         コーンスネーク             
カイコ           アオダイショウ 
図2.AAEで飼育している動物たち 
 
AAEでは、以上の動物を飼育しています。（図２） 
これらの動物は部員が毎日お世話をしています。そして、これらの
動物でふれあい活動(命の教育)を行っています。例外としてウズラは
直接ふれあうことはしません。 
カイコは常に飼育しているわけではなく、活動でカイコを使用する
時のみ、その1週間ほど前から幼虫を育て、ふれあい活動を行います。 
 
3.活動内容 
 上記したとおり主に動物とのふれあいを活動内容としています。動
物とのふれあい以外だと以下のようなブースがあります。 
Ⅰ.心音ブース（図３） 
心音ブースとは聴診器を用いてモルモットの心臓の音を子どもた
ちに聞いてもらうブースです。 
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3.活動内容 
 上記したとおり主に動物とのふれあいを活動内容としています。動
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図3.心音ブース 
 
Ⅱ.塗り絵ブース（図４） 
動物の塗り絵をします。塗り絵の下絵は学生が製作しています。 
図4.塗り絵ブース 
 
Ⅲ.繭クラフト（図５） 
カイコの繭を使って工作を行います。グルーガンを使うときや繭を
切る時などは子どもたちにさせるのではなく学生が担当します。 
図5.繭クラフト 
 
Ⅳ.スナネズミの行動観察（図６） 
スナネズミの行動を観察するのに適した、自作の「スナタワー」と
いう物を作りその中にスナネズミを入れ行動観察をします。子どもた
ちに行動を観察してもらい、その後スナネズミがどんなことをしてい
たかを聞きます。 
図6.スナネズミの行動観 
 
Ⅴ.頭骨（図７） 
動物の頭骨を使い学習をするブースです。子どもたちに頭骨を見て
何の動物の頭骨かを当ててもらうクイズもします。 
図7.頭骨 
 
Ⅵ.動物クイズ（図８） 
その名の通り動物のクイズを行います。 
 
 
 
 
 
 
図8.動物クイズ 
 
Ⅶ.ウズラ 
ウズラの卵と酢を使いウズラの卵の模様は酢によって落ちること
や、ウズラに関しての学習をします。 
 
4.活動形式 
AAEの活動形式は大きく分けて2つに分類されます。（図９） 
学生が小学校や幼稚園に訪問して活動を行う「訪問型」と子ども達
が大学側に遠足として来る「遠足型」に分けられます。訪問型にはお
祭りやイベントの一角に出店して活動を行う「イベント型」が含まれ
ています。  
図9.活動形式 
 
5.29年度活動実績 
29年度の年間活動回数は74回(平成29年4月~平成30年1月まで
の期間)となりました。グラフは活動回数を月別にまとめたものです。
（図１０） 
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6.活動内訳 
活動場所は本学がある山梨県か千住キャンパスがある東京都がほ
とんどを占めています。（図１１）   
 山梨県での活動 
小学校訪問12回、幼稚園・保育所訪問9回、大学遠足5回、こと
ぶき勧学院1回、乗馬会ブース2回、科学の祭典1回、ロープレ1
回、足立区遠足6回、湧水の里1回、秋山ふるさと祭り1回、桂川
フェスティバル1回、大鶴楽生園1回、明日の風1回、談合坂SA1
回、など 
 東京都での活動 
小学校訪問13回、渋谷DEどーも1回、多摩動物公園遠足1回、帝
京めぐみ幼稚園11回 
 その他 
埼玉県の小学校訪問1回 
※集計上の関係で活動内訳をすべて足しても 74 回になるわけではあ
りません。 
図11.活動内訳（前期（左）・後期（右）） 
 
7.29年度活動事例報告 
【小学校訪問】 
事例1：足立区における動物ふれあい教室(13回) 
日時：打ち合わせ時に小学校側の都合の良い日程に合わせ、主に午前
中に行いました。 
目的：動物に触れることで、『生の関係性』を築く、また大学生と小学
生との異世代間での交流を図ることです。その上で、各校の要望に応
えられるようなプログラムを実施しました。 
内容：東京都足立区の小学校において、ＡＡＥで飼育している小動物、
爬虫類、鳥類、蚕などを用いたふれあい活動。その他、動物の頭骨を
用いた骨の説明、行動観察やクイズや心音など、動物の生態・行動な
どの知識教育をしました。ドッグトレーナー研究部やアニマルシップ
と連携して犬のふれあいやドッグショーを行うこともあります。ブー
スの数は 6 つで以上の中から各校の要望にそぐように、抜粋します。 
また、足立区活動は千住AAEと合同で企画をしています。 
当日の動き：小学校の体育館を使用して実施しました。子どもたちを
6班に分けブースを1つ1つローテーション形式で回らせます。班ご
とに学生を数人つけ子どもたちと一緒に行動する役割を「班付き」、ふ
れあいなどを担当する役割を「ハンドラー」と言います。また、時間
管理をし、トランシーバーで伝達する役割を「タイムキーパー」と言
います。タイムキーパーは学生ではなく花園先生が担当する時もあり
ます。（図１２） 
配置図例 
順番 
1班 ①→②→③→④→⑤→⑥ 4班 ④→⑤→⑥→①→②→③ 
2班 ②→③→④→➀→②→③ 5班 ⑤→⑥→➀→②→③→④ 
3班 ③→④→⑤→⑥→①→② 6班 ⑥→①→②→③→④→⑤ 
タイムスケジュール 
↑上図のように1～6班がローテーションで各ブースを回ります。 
図12.当日の配置図例・順番・タイムスケジュール 
 
事例2：飼育体験(3回×3校、全9回) 
日時：同上 加えて、動物を預ける前後に事前・事後活動を行いまし
た。 
目的：生き物を飼う大変さを学んでもらい、命について考えるきっか
けを作ることです。 
内容：AAE で飼育しているハムスター、モルモットを貸し出し、1～2
週間程度児童が飼育をしました。動物を貸し出す前に事前活動(どう
したら動物を大切にできるか･動物の飼い方や解説)を行った。また、
お世話日誌を子どもたちに書いてもらいます。事後には振り返りの活
動も行いました。 
当日の動き：飼育体験は 3回の活動からなり、1回目は動物がされる
時間 内容 備考 
04：50～ 上野原出発 荷物搬入・学生乗車 
07：00～07：10 千住集合・出発 学生乗車  
07：30～07：40 小学校到着 荷物搬入・学生下車 
08：50～08：55 始めの会 担当学生が行います。 
08：55～09：25 ブース（前半） 1ブース10分×３ 
09：25～09：35 休憩 トイレ休憩 
09：35～10：05 ブース（後半） 1ブース10分×３ 
10：05～10：15 全体企画 
ドッグトレ ナー 研ー究部による 
ドッグショ をー行います。 
10：15～10：18 終わりの会 担当学生が行います。 
10：18～10：35 片付け 荷物搬出・学生乗車 
10：40～ 小学校出発   
①
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と嫌なこと、されたら嬉しいことを話し合って子どもたちの意見を学
生が模造紙にまとめたり、モルモット、ハムスターのふれあいをした
りしました。（図１３） 
図13.1回目の様子 
 
2回目はお世話の方法を説明し、動物を預けます。（図１４） 
図14.2回目の様子 
 
3回目は預けた動物を引き取りに行き、事後活動をします。（図１５） 
図15.3回目の様子 
 
【幼稚園･保育所訪問】 
幼稚園・保育所に訪問して行う活動はいくつかあるが特に回数が多い
帝京めぐみ幼稚園における活動を事例3とする。 
事例3：帝京めぐみ幼稚園(11回) 
日時：火曜日に行いました。 
目的：早期から動物と触れ合うことにより、動物に親しみをもつきっ
かけを作ることです。 
内容：年少から年長まですべてのクラス・組で行い、それぞれ年齢に
合ったプログラムを計画します。主に、小動物のふれあいやクイズな
ど行いました。 
他の活動と比べて異なる点が2つあります。 
1 つ目がこども学科の学科飼育が主体となっていて、AAE はそのサポ
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キーパー兼班の誘導係をします。（図１６） 
図16.帝京めぐみ幼稚園での活動の様子 
 
事例4：本学を用いた小学生・幼稚園児の遠足支援(大学遠足)年5回 
日時：打ち合わせ時に依頼側の都合の良い日程に合わせ、主に午前中
からお昼を挟み2時くらいまで行いました。 
目的：自然に囲まれた中で活動する事で、人や動物に対する思いやり
を知り、協調性を育こと、また大学生と子どもとの異世代間での交流
を図ることです。 
内容：馬センターと連携して活動を行いました。AAE では小動物、爬
虫類、鳥類、カイコのふれあいなどを実施、馬センターでは乗馬や馬
房掃除や、えさあげ体験を行いました。児童は 5～7 人程度の班行動
で、各班に学生を1～2人つける形態にしました。 
当日の動き：主に活動場所は馬センターで行いました。当日の動きは、
午前中は乗馬や馬のふれあいなど馬関連のことをし、お昼休みを挟み
子どもたちと一緒にお弁当を食べ、午後はAAE担当で、ふれあい活動
を行います。午後の活動は時期によっては動物の負担等を考え室内で
行うときもあります。（図１７） 
図17.馬センターでの活動の様子 
 
事例 5：旧桜井小学校及び周辺を用いた足立区の小学生 4年生の遠足
支援(足立区遠足)年6回 
日時：打ち合わせ時に依頼側の都合の良い日程に合わせ、主に午前中
からお昼を挟み2時くらいまで行いました。 
目的：自然の中で自然体験活動を行うことで人や動物に対する思いや
りを知り、協調性を育むこと、また大学生と子どもとの異世代間での
交流を図ることです。 
内容：上野原市内にある廃校、旧桜井小の校舎及び、その周辺で活動
を行いました。自然を利用した自然体験活動を実施、また、AQUASHIP
と連携して川を利用した自然体験活動を行いました。屋外での活動に
－　72　－
動物介在教育研究部 平成 29 年度 地域連携研究報告 
なるので悪天候を考慮して、晴天時、小雨時雨天時の3パターンの活
動を計画しました。 
ブースは、湧水について学ぶブースやベイトトラップをしかけそれ
にかかった昆虫を観察するブース、杉の木・檜の木の違いを学ぶブー
スなどがあり、どれも豊富な自然を生かしたブースとなっています。 
当日の動き：子どもたちを6班に分け班ごとに班付きを数人つけて各
ブースを回りました。ブースの回り方は、班ごと決めておき班同士が
重ならないようにしました。午前午後に分けてあり、お昼ご飯を挟み
ます。当日の動きとしての注意点は活動する範囲が広いのでブース同
士での時間管理や伝達には特に注意を払いました。（図１８） 
図18.旧桜井小学校での自然体験活動の様子 
 
事例 6：上野原小学校の 2年生へ向けた多摩動物公園遠足の企画 年
1回 
日時：5月11日 9:45~14:00 
目的：普段の生活では見ることのできない動物を観察し、命について
考えてもらうこと、また、団体行動を通じて協調性を学ぶことです。 
内容：多摩動物公園で遠足を実施しました。子どもたちを班ごとに分
け学生が各班に数人班付きとしてつき一緒に園内を散策しました。散
策は基本的には自由で回る順番等も決まっていません。園内の動物を
見るだけではなく、クイズや解説も行いました。 
当日の動き：内容で明記したので詳しい動きは割愛 
お昼休みを挟むので子どもたちと一緒にお弁当を食べます。（図１９） 
図19.多摩動物公園での遠足の様子 
 
【イベント型】 
事例7：NHK渋谷DEどーも 
日時：5月3日・4日 
目的：動物の命にふれ、命やそれを取り巻く環境について楽しく学ん
でもらうことです。 
内容：渋谷にあるNHK放送センターで行われている「渋谷DEどーも」
というイベントに参加し、そこで来場者にモルモット・ハムスター・
犬のふれあい、ドッグショー、塗り絵を行いました。また、千住 AAE
と合同の企画でアニマル総選挙という来場者の方々に投票してもら
うブースを実施しました。 
当日の動き：5 月で気温が高くなってきているため、動物の管理に気
をつけました。動物の匹数をたくさん持って行き、ローテーションで
休憩させながらふれあいに使用しました。（図２０） 
図20. NHK渋谷DEどーもでの活動の様子 
 
事例8：科学の祭典 
日時：11月17日～19日 
目的：科学の不思議さ・おもしろさを来場者の方々に知ってもらうこ
とです。 
内容：山梨県にある山梨県立科学館で行われている、科学の祭典とい
うイベントに参加し、来場者の方々に向け主に科学に関するブース企
画・実施しました。また、この活動はAAEで唯一の泊りの活動でもあ
ります。 
当日の動き：静電気ブースや液体窒素ブースやDNAブースや岩石標本
ブースなどのブースを実施しました。参加者の学生の役割を決め、ブ
ースを分担して行いました。（図２１） 
図21.科学の祭典での様子 
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事例 9：児童養護施設の児童たちに向けた自然体験活動の援助(29 年
度初の取り組み) 
日時：11月25日 主に午前中からお昼を挟み2時くらいまで行いま
した。 
目的：児童養護施設の子どもたちを招き、思い出を作ってもらう、ま
た、大学生と子どもとの異世代間での交流を図ることです。 
内容：大学の本館棟、及び馬センターを使用しました。AAE では小動
物、爬虫類、カイコのふれあいなどを馬センターでは乗馬などを実施
しました。自然体験活動に加え、持ち帰りのできる工作ブースを設置、
また、ドッグトレーナー研究部とも連携して犬のふれあいとドッグシ
ョーを行いました。形式は児童1人1人に対して学生が引率するとい
うマンツーマン形式を取りました。昼食は学食で好きなメニューを頼
んでもらい子どもたちに大学の学食を体験してもらいました。 
（図２２） 
図22.自然体験活動の援助、工作ブースの様子 
 
当日の動き：当日の企画書を参考にしてください。（図２３） 
図23.11月25日当日の企画書 
 
評価・反省：この活動は29年度初めての活動であり、初めての試みの
ブースも多々あって反省点もいくつかありました。例えば、ドッグト
レーナー研究部や千住AAEとの連携不足や、学生の準備不足、経験不
足、準備時間不足などが挙げられます。初めての活動で反省点がある
ことは仕方ないがこの反省点を次からの活動につなげていきたいで
す。 
 
評価・反省を踏まえての今後の展望 
上記で述べたように、児童養護施設の子どもたちに向けた遠足は初
めてでした。しかし子どもたちからも施設の職員からも好評でした。
（図２４）また、活動を用い卒業研究をした先輩の子どもたちへの活
動事後アンケートによると、この活動を経て大学生への印象が変わっ
た、自分も大学に行ってみたいなどのプラスの変化をもたらしました。
今年度からも児童養護施設の子どもたちに向けた活動をしていきた
いと思います。その際には今回の反省点をしっかりと活用していきた
いです。 
図24. 後日届いた足立区青少年課の方からのメール 
 
8.AAEの今後の展望 
今後の課題としては後輩に技術を継承していくことです。私たちの
活動は部員、人員がいるからこそ成り立つものです。しかし、特定の
学生だけが動けるだけだと限界があるし、活動の質も下がってしまい
ます。そのため次世代につなげるためにも後輩への技術継承を今後の
展望にしていきます。 
 
謝辞 
本活動を行うにあたり、協力してくださった小学校･幼稚園･保育所
の先生方ご助力いただいた方々ご指導してくださった花園先生、心よ
り御礼申し上げます。 
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東京都多摩動物公園と横浜市立金沢動物園での教育普及活動 
佐々木陸志（動物園研究部） 
キーワード：動物園、教育普及、ボランティア 
1.はじめに 
動物園研究部では、動物園について学ぶことを目的として、勉強会
や教育普及活動に取り組んでいる。 
このうち教育普及活動は、原則として毎月第 2・4 日曜は東京都多
摩動物公園で、第1・3・5日曜は横浜市金沢動物園で、ボランティア
として活動している。学生が主体となって動物園で教育普及活動を行
うことによって、動物園という現場を学ぶと同時に、伝えることの難
しさや楽しさを学び、さらに人前で話す力を身につけることができる。
また勉強会では、外部講師を招いた講演や学生自身による発表を通じ
て、動物園に対する理解を深めている。この他にも金沢動物園では、
動物病院において傷病鳥獣の飼育補助もさせていただいている。 
今回は、これらの活動のうち、2 ヵ所の動物園で行っている教育普
及活動について紹介する。 
 
2.東京都多摩動物公園での活動 
 多摩動物公園では 2004 年から継続して、学生を主体とした教育プ
ログラム「おえかきっず！」を実施させていただいている。実施メン
バーは動物園研究部所属の学生で、プログラムのテーマ・目的・目標
は以下のとおりである。 
テーマ：身近な生き物でも面白くて知らないことがあることに気づく。 
目 的：参加者は企画の観察を通し、生物の特徴を自ら見つけること
ができる。 
目 標：・生き物を観察する楽しさを知ってもらう。 
・馴染みのあるバッタでもでも知らないことが沢山あると自 
分で気づく。 
・生き物を観察しに外に行きたくなる。 
・バッタ以外の生き物でも知らないことがあるのではと観察 
したくなる。 
 
① 活動内容 
開始時間までは、多摩動物公園で飼育展示している動物に関連した
クイズ（多摩クイズ）を行う。これは実施待ち時間の解消と雰囲気づ
くりを目的としている。 
続いて、企画の最初に紙芝居「ばったのぴょんこちゃん」の朗読を
行う。その後、1 回目のお絵かきに移り、何も見ない状態で絵を描い
てもらう。この時、学生は質問の対応や書き方のポイントなどの声掛
けを行う。 
1 回目が終了したらバッタを各テーブルに配布し、2 回目のお絵か
きに移る。この時、学生は1回目同様、質問の対応や書き方のポイン
トなどの声掛けを行う。 
最後に、バッタの生態や身体的特徴について解説し、プログラムを
終了する。 
 
      
 
 
 
 
 
 
 紙芝居            お絵かき      
 
 
     
 
 
 
 
       解説 
② 今年度の活動成果 
今年度の活動参加者は586名で、前年度より50人ほど増加した。 
 この際、平成 28 年度から導入した保護者へのアンケートを継続す
るなどして改善点の把握に努め、以下の改善を行った。 
 学生全員の自己紹介を開始前に行うことで親しみやすい雰囲
気を作り、子供たちがまた来たいと思えるような学びやすい環
境を作った。 
 紙芝居と解説の際、マットを使用することで子どもたちに見や
すく参加者の一人ひとりが学生の助言を得ながらバッタにつ
いてより深く観察し、考えられるようにした。 
 月1回程度の練習会を行うことで、活動意義や伝えたいことを
考えるようにした。これによって、自分自身を客観的に見る機
会ができ、その都度改善していくことで、自己の成長を感じら
れるようになった。 
 より細かい観察を目的として導入した虫眼鏡の活用を継続し
た。 
 バッタの顔の解説パネルが老朽化していたので補修した。 
 紙芝居が見えづらいとの意見を受け、サイズを一つ大きくした。 
 
③ 「おえかきっず！」の教育効果に関する考察 
冒頭述べたとおり、本プログラムは「参加者は企画の観察を通し、
生物の特徴を自ら見つけることができる」ことを目的とし、「生き物
を観察しに外に行きたくなる」「バッタ以外の生き物でも知らないこ
とがあるのではと観察したくなる」といった目標を掲げて活動してき
た。これを確認するため、アンケートでは過去にも参加した人を対象
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東京都多摩動物公園と横浜市立金沢動物園での教育普及活動 
佐々木陸志（動物園研究部） 
キーワード：動物園、教育普及、ボランティア 
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クイズ（多摩クイズ）を行う。これは実施待ち時間の解消と雰囲気づ
くりを目的としている。 
続いて、企画の最初に紙芝居「ばったのぴょんこちゃん」の朗読を
行う。その後、1 回目のお絵かきに移り、何も見ない状態で絵を描い
てもらう。この時、学生は質問の対応や書き方のポイントなどの声掛
けを行う。 
1 回目が終了したらバッタを各テーブルに配布し、2 回目のお絵か
きに移る。この時、学生は1回目同様、質問の対応や書き方のポイン
トなどの声掛けを行う。 
最後に、バッタの生態や身体的特徴について解説し、プログラムを
終了する。 
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       解説 
② 今年度の活動成果 
今年度の活動参加者は586名で、前年度より50人ほど増加した。 
 この際、平成 28 年度から導入した保護者へのアンケートを継続す
るなどして改善点の把握に努め、以下の改善を行った。 
 学生全員の自己紹介を開始前に行うことで親しみやすい雰囲
気を作り、子供たちがまた来たいと思えるような学びやすい環
境を作った。 
 紙芝居と解説の際、マットを使用することで子どもたちに見や
すく参加者の一人ひとりが学生の助言を得ながらバッタにつ
いてより深く観察し、考えられるようにした。 
 月1回程度の練習会を行うことで、活動意義や伝えたいことを
考えるようにした。これによって、自分自身を客観的に見る機
会ができ、その都度改善していくことで、自己の成長を感じら
れるようになった。 
 より細かい観察を目的として導入した虫眼鏡の活用を継続し
た。 
 バッタの顔の解説パネルが老朽化していたので補修した。 
 紙芝居が見えづらいとの意見を受け、サイズを一つ大きくした。 
 
③ 「おえかきっず！」の教育効果に関する考察 
冒頭述べたとおり、本プログラムは「参加者は企画の観察を通し、
生物の特徴を自ら見つけることができる」ことを目的とし、「生き物
を観察しに外に行きたくなる」「バッタ以外の生き物でも知らないこ
とがあるのではと観察したくなる」といった目標を掲げて活動してき
た。これを確認するため、アンケートでは過去にも参加した人を対象
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に、前回参加してからの変化を尋ねる項目を設けていたが、実際には
ほとんどの人が初参加で、これを検証することが難しいことが分かっ
た。 
そこで改めて、参加者、動物園、大学のそれぞれにとっての本プロ
グラムの意義を検証すると、以下の意義があると考えられた。 
 参加者にとって）楽しく、本物をじっくり見る貴重な機会であ
り、身近な生き物を、詳しく、わかりやすく説明してもらえる。 
 動物園にとって）学生という外部の人材を育成しながら、教育
活動を充実させている。具体的には、想像してから観察するこ
とで、集中して観察してもらう機会を提供している。 
 学生と大学にとって）動物園において実践的な知見を得ながら、
子供との関わりを楽しみ、やりがいを感じ、さらに良いものを
求めて活動する中で、学生の成長につながっている。 
以下、このような視点に立って、今年度の活動を振り返る。 
 解説と紙芝居の際、学生数人が子どもたちと同じマットの上に
座り一緒に話を聞くことで、子どもたちに素早く対応できるよ
うになった。これにより子供たちの解説への集中を高めること
ができると考えられる。今後は、子どもたちへの解説の内容を
よりわかりやすく、印象に残るように工夫したい。 
 多摩クイズに関しては始まる前の雰囲気づくりに大きく役立
ち、目的の一つである観察眼を養うきっかけになっていると考
えられる。しかし、担当したことのある学生が限られており、
クイズの目的が完全に共有できていないため、学生の間で伝え
たいことを共有し、練習に取り組むことが必要である。 
 ルーペを使用することでバッタの一つの部位を細かく見たり、
何度も異なる角度で観察することで様々な視点で子どもたち
が観察を楽しめるようになった。ただし、正しく使用できる子
供が少ないため今後も継続するか検討する必要がある。 
 練習会については、参加した学生は各自で課題を見つけ改善す
ることができている。自身が工夫した解説で子どもたちが楽し
むことで学生はやりがいを感じている為、更なる向上を目指し
練習会の内容や雰囲気を改善していく。 
 この他、机の配置変更や、自己紹介の開始により参加者との距離が
精神的にも物理的にも近づき、子どもとの会話が増え、子どもに気づ
いてもらう機会が増加した。このことは学生側の伝える意識向上につ
ながるものであり、学生自身のコミュニケーション能力の成長を期待
したい。 
 
3.横浜市立金沢動物園での活動 
 金沢動物園での活動は、大きく分けて定例活動とイベントがある。
今年度の定例活動は「オカピクイズ」「オカピのいる森」「コアラにな
ろう」「バククイズ」「オリックスものがたり」の5つで、イベントと
しては「アメリカ祭り」「夏祭り」「文化祭」「バレンタイン」の 4 つ
に参加した。 
 いずれも、学生が主体となり、積極的に企画の改善や制作に取り組
んでいるのが特徴であり、来園者へのアプローチの仕方を身につけ、
参加者に動物の観察を促し、動物を守るために何ができるか考えても
らうことを目的に活動している。 
 以下、それぞれの活動について紹介する。 
 
① 定例活動とイベントの内容 
(1) オカピクイズ【定例活動】 
 パネルを用いたオカピに関するクイズである。オカピの体の形態を
知ってもらうことで、体の細かい部分までじっくり観察するように促
すことを目的とする。対象は3歳以上の子どもとその親で、所要時間
は約10分である。クイズは食性・模様・分類についての全3問あり、
難易度が異なる。年齢の低い子どもは親と一緒に考える場面がよく見
られた。 
 
(2) オカピのいる森【定例活動】 
 野生のオカピが生息する環境や生態に関するパネルシアターであ
る。オカピを通して、ヒト・動物・森の繋がりについて知ってもらう
ことを目的とする。対象は7歳以上の子どもとその親で、所要時間は
約 20～30 分である。所要時間が長く、途中で集中力が切れる子ども
がいたため、物語中に参加者に前に出てもらうなど参加型にする改良
をした。この結果、子ども達の反応もよくなり、最後まで集中してく
れるようになった。 
 
(3) コアラになろう【定例活動】 
パネルと衣装を用いたコアラに関するガイドである。有名であるに
も関わらず、あまり知られていないコアラの雌雄の違い、ヒトとの違
いをコアラの衣装を着てもらうことで体感しながら理解を深めても
らう。対象は 3歳以上の子とその親で、所要時間は約 10分である。
コアラに変身する過程で、雌雄の違いを探してもらう際や解説を聞い
て反応があった際に、親との対話を重視した。最初は衣装を着ること
を恥ずかしがっていた子どもも、親との対話を交えることで興味を持
ってくれることが多かった。 
 
(4) バククイズ【定例活動】 
パネルを用いたバクに関するクイズである。バクの生態を知っても
らうと同時に、奇蹄目が少ないことを知ってもらうことを目的とする。
対象は 7歳以上の子とその親で、所要時間は約 10～15分である。奇
蹄目の説明が難しく、子どもたちにあまり伝わっていなかったので、
バクの足の骨格の絵が描かれたパネルを導入した結果、理解してくれ
る子どもが増えた。 
 
(5) オリックスものがたり【定例活動】 
 野生のアラビアオリックスの現状に関する人形劇である。アラビア
オリックスの形態と生態、生息地の現状について伝え、私たちにでき
ることを考えてもらうことを目的とする。対象は3歳以上の子とその
親で、所要時間は約 10～15 分である。この企画では「野生復帰」に
ついて触れるが、子どもには難しかったので登場人物や背景を変える
工夫をした結果、場面展開がはっきりし、伝わりやすくなった。 
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(6) アメリカ祭り【イベント】 
 「アメリカ」をテーマとしたイベントで、5月13日・14日・27日・
28日に参加した。アメリカに関する出店やワークショップが多数あっ
たが、私たちはアルファベットを用いた動物のカルタをした。7 歳以
上の子どもを対象としたが、知らない英単語も多いと考え、ふりがな
と意味も記載した。子どもたちの様子から、カルタを通して動物の特
徴や英語の勉強にもなったようだ。 
 
(7) 夏祭り【イベント】 
 毎年夏に開催されるイベントで、8月11日・12日・13日に参加し
た。私たちは、実際に金沢動物園でコアラに与えているユーカリを用
いた「ユーカリスタンプ」というワークショップを行った。これはこ
れまでも様々なイベントで実施した企画で、ユーカリを知ることによ
ってコアラの特徴も学ぶことができる。コアラがユーカリを食べてい
ることは知っていても、実際にユーカリを触ったことがない子どもも
多く、興味を持ってもらうことができた。 
 
(8) 文化祭【イベント】 
 毎年文化祭の季節に開催されるイベントで、10月 9日に参加した。
私たちは、他団体が実施する4つのワークショップ（首飾り作り・し
おり作り・象形文字でお絵描き・新種の動物作り）の補助に入った。
ワークショップの数が多く、子どもたちは様々な体験ができて楽しん
でいた。私たちも他団体との交流を通して、子どもとの接し方や企画
の構成について学ぶことができた。 
(9) バレンタイン【イベント】 
 「バレンタイン」をテーマとしたイベントで、2月 10日・11日・
12日に参加した。当部活は「求愛行動」に関するカードを用いた組み
合わせゲームを行った。ゲームの難易度は3段階に分け、参加者の年
齢に応じたものを用いた。「求愛行動」という言葉を知らない子ども
が多かったので、多くの子どもたちにとって新しい発見になったよう
だった。 
 
② 金沢動物園での今後の展開 
 現在、新しい定例活動として、カピバラに関する企画を作成してい
るが、これは従来実施している企画とは異なる新しい形になる予定で
ある。作成中の企画だけでなく既に実施している企画にも共通して言
えることは、まだまだ改善点があるということである。これからも実
践と試行錯誤を繰り返し、動物のことを分かりやすく伝えられる企画
としていきたい。そして、私たち自身のスキルアップを目指して、定
例活動だけではなく、イベントにも参加して経験を積んでいきたい。 
 
4.活動回数と参加人数 
今年度の定例活動の回数と参加人数は、以下のとおりである。 
 
 
 
 
8月と9月は、会場の都合により多摩動物公園では活動できなかっ
たが、その他の月は安定して活動できており、部員が積極的に参加し
ていることが分かる。 
 
回数 延べ人数 多摩活動 金沢活動
4月 3回 22人
2回
14人
1回
8人
5月 4回 30人
2回
15人
2回
15人
6月 4回 39人
2回
16人
2回
23人
7月 5回 34人
2回
15人
3回
19人
8月 2回 16人 0回
2回
16人
9月 2回 18人 0回
3回
18人
10月 4回 31人
1回
8人
3回
23人
11月 4回 33人
2回
16人
2回
17人
12月 3回 26人
1回
8人
2回
18人
1月 4回 32人
2回
16人
2回
18人
2月 4回 31人
2回
16人
2回
15人
3月 2回 14人
1回
7人
1回
7人
合計 41回 326人
15回
131人
25回
197人
2017年度　活動回数と参加人数
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5.今後の展望 
 動物園での教育普及活動を通して、動物園の現場で実践的な経験を
得ることができた。また、来園者と関わることで、コミュニケーショ
ン能力が向上するなど、学生のスキルアップにつながったと考えてい
る。 
 多摩動物公園と金沢動物園では活動内容が大きく違うので、来年度
はお互いの良さを取り入れ、活動内容の向上を目指したい。また、動
物園研究部は部員数も多いので、活動希望者を人数調整で制限してい
る現状があることから、さらに活動場所を広げることも検討していき
たい。 
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